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(57) ADStract: This nebulizer kit i s provided with: a case body (100) that includes a compressed air introduction tube ( 113) having a
nozzle hole ( 115), which ejects compressed air, formed on an upper tip section ( 113a); a suction path forming body (200) that forms
a suction path (220) in which a liquid i s sucked up toward the upper tip section ( 113a), and that forms an atomizer section (M) in the
exit area of the nozzle hole ( 115); and a flow path forming body that includes an aerosol discharge port. The suction path (220) in
cludes: a first suction path (221) that extends upward along an outer peripheral surface ( 113b) of the compressed air introduction
tube ( 113); and a second suction path (222) that extends toward the nozzle hole ( 115) side from the first suction path (221) on the tip
side of the compressed air introduction tube ( 113), and that has a liquid suction port (240) for discharging the abovementioned l i -
quid.
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明 細 書

発明の名称 ：ネプライザおよびネプライザキッ ト

技術分野

[0001 ] 本発明は、ネプライザおよびネプライザキッ トに関する。

背景技術

[0002] ネプライザは、水、食塩水、気管支等の疾患を治療する薬液、 または、 ヮ

クチン等の液体を霧化することによって、エアロゾルを生成する。一般的な

ネプライザは、エアロゾルを生成するネプライザキッ トを備える。ネプライ

ザキッ 卜を開示する文献 としては、たとえば特開平 0 6 — 2 8 5 6 8 号公

報 （特許文献 1 ) が知 られている。

[0003] 図 6 0 を参照 して、一般的なネプライザキッ 卜1 0 0 0 Z について説明す

る。図 6 0 は、ネプライザキッ ト1 0 0 0 Z を示す断面図である。ネプライ

ザキッ 卜1 0 0 0 Z は、ケース体 9 0 0 、霧化部形成体 9 2 0 、流路形成体

9 3 0 、および霧化部 M を備える。

[0004] (ケース体 9 0 0 )

ケース体 9 0 0 は、有底筒状に形成される。ケース体 9 0 0 の上部には、

上部開口 9 0 2 が設けられる。ケース体 9 0 0 の内部には、圧縮空気導入管

9 3 および液体貯留部 9 6 が設けられる。圧縮空気導入管 9 3 は、ケ

—ス体 9 0 0 の底面 （液体貯留部 9 6 ) 側か ら上方側に向かって延在する

。圧縮空気導入管 9 3 の内部には、圧縮空気 （図示せず）が導入される。

[0005] 圧縮空気導入管 9 3 の上部先端部 9 3 a には、圧縮空気を嘖出させる

ためのノズル孔 9 5 が設けられる。液体W を貯留するための液体貯留部 9

1 6 は、圧縮空気導入管 9 3 の下方側において、圧縮空気導入管 9 3 の

外周面を取 り囲むように設けられる。

[0006] (霧化部形成体 9 2 0 )

霧化部形成体 9 2 0 は、吸液管形成部 9 2 4 、バ ッフル部 9 2 2 、および

バ ッフル支持部 9 2 3 を含む。吸液管形成部 9 2 4 は、筒状に形成される。



吸液管形成部 9 2 4 の直径は、下方側か ら上方側 に向かうにつれて小さ くな

る。吸液管形成部 9 2 4 の頂部 には、開口部 9 2 4 a が設けられる。バ ッフ

ル部 9 2 2 は、開口部 9 2 4 a の真上に位置する突起 9 2 5 を有する。突起

9 2 5 は必要に応 じて設けられる。

[0007] バ ッフル支持部 9 2 3 は、吸液管形成部 9 2 4 の外表面か らバ ッフル部 9

2 2 の側部 に向かって延在する。バ ッフル部 9 2 2 および突起 9 2 5 は、開

口部 9 2 4 a に間隔を空けて対向する。霧化部形成体 9 2 0 は、圧縮空気導

入管 9 1 3 の外表面が吸液管形成部 9 2 4 によって覆い被 されるように、ケ

—ス体 9 0 0 の内部 に収容および配置される。

[0008] (流路形成体 9 3 0 )

流路形成体 9 3 0 は、ケース体 9 0 0 の上部開口 9 0 2 を塞 ぐようにケ一

ス体 9 0 0 に取 り付けられる。流路形成体 9 3 0 は、エア口ゾル排出口 9 3

2 および外気導入管 9 3 4 を含む。エアロゾル排出口 9 3 2 は、流路形成体

9 3 0 の上部 に設けられる。ケース体 9 0 0 の内部 （霧化部 M ) で生成 され

たエアロゾルは、エアロゾル排出口 9 3 2 を通 して外部 に排出される。外気

導入管 9 3 4 は、流路形成体 9 3 0 を上方か ら下方に向かって貫通するよう

に設けられる。エアロゾルの生成 に用い られる外気は、外気導入管 9 3 4 を

通 して、ケース体 9 0 0 の外部か らケース体 9 0 0 の内部 （霧化部 M ) に向

かって導入される。

[0009] (霧化部 M )

図 6 は、ネプライザキッ 卜1 0 0 0 Z における霧化部 M を拡大 して示す

断面図である。霧化部 M は、霧化部形成体 9 2 0 に設けられたバ ッフル部 9

2 2 (突起 9 2 5 ) と、圧縮空気導入管 9 1 3 に設けられたノズル孔 9 1 5

(図 6 0 参照） との間に形成 される。

[001 0] 圧縮空気導入管 9 3 の内部 に導入された圧縮空気は、上部先端部 9 3

a に設けられたノズル孔 9 5 を通 して噴 き出される （矢印 A R 9 3 参照

) 。圧縮空気は、 ノズル孔 9 1 5 か ら突起 9 2 5 に向かって噴 き出された後

、突起 9 2 5 およびバ ッフル部 9 2 2 に衝突するとともに、方向転換 して放



射状 に広がる （矢印 A R 9 2 2 参照）。霧化部 M およびその近傍 には、周囲

の圧力 よ りも低 い状態である負圧が発生する。

[001 1] 霧化部 M およびその近傍 において発生する負圧の作用 によって、液体貯留

部 9 6 か ら霧化部 M の近傍 にまで液体W が吸い上 げ られ る （矢印 A R 9

5 参照）。液体W は、矢印 A R 9 2 2 方 向 に流れ る圧縮空気 との衝突 によつ

て粉砕 され、霧状粒子 （微細な液滴） （図示せず） に変化する。

[001 2] この霧状粒子は、外気導入管 9 3 4 を通 してケース体 9 0 0 の内部 に導入

された外気 （矢印 A R 9 3 4 参照） に付加 され る。霧化部 M において、 エア

口ゾルが生成 され る。 エアロゾル は、旋 回するように してエアロゾル排 出口

9 3 2 (図 6 0 参照） に向か って移動するとともに （矢印 A R 9 3 2 参照）

、 エアロゾル排 出口 9 3 2 (図 6 0 参照） を通 して外部 に排 出され る。

先行技術文献

特許文献

[001 3] 特 許文献 1 ：特 開平 0 6 — 2 8 5 1 6 8 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0014] 図 6 2 は、 ネプライザキ ッ ト1 0 0 0 Z における霧化部 M をさ らに拡大 し

て示す断面図である。上述の とお り、 ノズル孔 9 1 5 を通 して噴 き出された

圧縮空気 （矢印 A R 9 3 参照）は、突起 9 2 5 の下端 9 2 5 T およびバ ッ

フル部 9 2 2 (図 6 1 参照）等 に衝突する。突起 9 2 5 の下端 9 2 5 T 等 に

衝突 した圧縮空気は、方向転換 して放射状 に広がる （矢印 A R 9 2 2 参照）

[001 5] 圧縮空気は、液体W を空気の圧力 （風圧） によ り粉砕 した後、バ ッフル支

持部 9 2 3 (図 6 1 参照） または外気導入管 9 3 4 (図 6 1 参照）の内周面

に衝突する。 エアロゾル とな った圧縮空気は、旋 回するように してエアロゾ

ル排 出口 9 3 2 (図 6 0 参照） に向か って移動するとともに （図 6 1 中の矢

印 A R 9 3 2 参照）、 エア口ゾル排 出口 9 3 2 (図 6 0 参照） を通 して外部



に排 出 され る。

[001 6 ] ネ プ ラ イザ キ ッ ト 1 0 0 0 Z に お い て エ ア ロ ゾル が 生成 され る際、 ノズル

孔 9 1 5 か ら噴 き出 され た圧 縮 空 気 は、 まず 突 起 9 2 5 ( お よび また はバ ッ

フル 部 9 2 2 ) に衝 突 し、 次 にバ ッフル 支 持 部 9 2 3 ( 図 6 1 参 照 ） に衝 突

し、 そ の後 さ らに外 気導 入管 9 3 4 ( 図 6 1 参 照 ） の 内周 面 に衝 突 す る。 ノ

ズル 孔 9 1 5 か ら噴 き出 され た圧 縮 空 気 は、 これ らの衝 突 の度 に、 圧 力 を損

失 す る。

[001 7 ] 圧 縮 空 気導 入管 9 3 に導 入 され る圧 縮 空 気 と して は、 圧 力損 失 を見越 し

た上 で、 ネ プ ラ イザ の 生成 に必 要 な圧 力 を十 分 に備 え た圧 縮 空 気 が、 予 め準

備 され る必 要 が あ る。 した が って、 ネ プ ラ イザ キ ッ ト 1 0 0 0 Z の よ うな従

来 の ネ プ ラ イザ キ ッ 卜に お い て は、 大 きな流 量 を有 す る圧 縮 空 気 を生成 す る

た め に、 容 量 （流 量 ） お よび 大 きさの 大 きな コ ン プ レッサ ー等 を用 い る こ と

が必 要 で あ った。

[001 8] 本 発 明 は、 上 記 の よ うな実 情 に鑑 み て な され た もの で あ り、 エ ア ロ ゾル が

生成 され る際、 圧 縮 空 気 の圧 力 が損 失 す る こ とを低 減 す る こ とが可 能 な ネ プ

ラ ィザ キ ッ 卜お よび ネ ブ ラ ィザ を提 供 す る こ とを 目的 とす る。

課題 を解決するための手段

[001 9] 本 発 明 に基 づ くネ プ ラ イザ キ ッ トは、 上 方 に向 か って延 在 し、 内部 に圧 縮

空 気 が導 入 され、 上 記 圧 縮 空 気 を嘖 出 させ る ノズル 孔 が上 方 先 端 部 に形 成 さ

れ た圧 縮 空 気導 入管 、 お よび、 上 記 圧 縮 空 気導 入管 の 下 方 側 に お い て上 記 圧

縮 空 気導 入管 の外 周 面 を取 り囲 む よ うに設 け られ る液 体 貯 留 部 を含 む、 上 方

側 が 開放 され た ケ ー ス体 と、 上 記 圧 縮 空 気導 入管 の上 記 外 周 面 に覆 い被 せ ら

れ る こ とに よ り、 上 記 液 体 貯 留 部 に貯 留 され た液 体 を上 記 圧 縮 空 気導 入管 の

上 記 上 方 先 端 部 に向 けて 吸 い上 げ る吸上 経 路 を形 成 す る と とも に、 上 記 圧 縮

空 気導 入管 に設 け られ た上 記 ノズル 孔 の 出 口領 域 に霧 化 部 を形 成 す る吸上 経

路 形 成 体 と、 上 記 霧 化 部 で形 成 され た エ ア 口 ゾル を外 部 に吐 出 す るエ ア 口 ゾ

ル 排 出 口 を含 み、 上 記 ケ ー ス体 の上 方 開 口 を覆 うよ うに上 記 ケ ー ス体 に取 り

付 け られ る流 路 形 成 体 と、 を備 え、 上 記 吸上 経 路 は、 上 記 圧 縮 空 気導 入管 の



上記外周面に沿って上方に向かって延在する第 1 吸上経路と、上記圧縮空気

導入管の先端側において、上記第 1 吸上経路から上記ノズル孔側に向かって

延在 し、吸い上げられた上記液体を吐出する吸液口を有する第 2 吸上経路と

、を含む。

[0020] 好ましくは、上記吸液口から上記ノズル孔を見た場合に、上記ノズル孔の

開口領域上に上記吸液口が位置 している。

[0021 ] 好ましくは、上記ノズル孔は円形であり、上記ノズル孔の中心線が、上記

吸液口を含む面上に位置 している。

[0022] 好ましくは、上記第 1 吸上経路と上記第 2 吸上経路との交差領域には、上

記第 2 吸上経路よりも流路断面積が大きい液溜まり部が設けられている。

[0023] 好ましくは、上記吸液口は、横方向に延在する開口形状である。

好ましくは、上記ノズル孔は、円筒形状の内周面によって規定され、上記

内周面は、外側に向かって拡径するテ一パ一面である。

[0024] 本発明に基づくネプライザは、圧縮空気を送り出すコンプレッサーを有す

る本体と、上記コンプレッサーから送り出される圧縮空気が導入される圧縮

空気管部と、上記圧縮空気管部の一端が連結され、エアロゾルを生成する本

発明に基づく上記のネプライザキッ卜と、を備える。

発明の効果

[0025] 本発明によれば、エアロゾルが生成される際、圧縮空気の圧力が損失する

ことを低減することが可能なネブラィザキッ卜およびネブラィザを得ること

ができる。

図面の簡単な説明

[0026] [ 図1]実施の形態 1 におけるネプライザを示す斜視図である。

[図2]実施の形態 1 におけるネプライザキッ卜を示す斜視図である。

[図3]実施の形態 1 におけるネブラィザキッ卜の分解 した状態を示す斜視図で

ある。

[図4]実施の形態 1 におけるネプライザキッ卜の分解 した状態を示す断面図で

ある。



[ 図 5 ] 図 2 における V _ V 線 に沿 つた矢視断面図である。

[ 図 6 ] 実施の形態 1 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる吸上経路形成体 を

示す第 1 斜視図である。

[ 図7 ] 図 6 における V I I - V I I 線 に沿 った矢視断面斜視図であ り、実施の

形態 1 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる吸上経路形成体 を示す第 1 断

面斜視図である。

[ 図8 ] 実施の形態 1 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる吸上経路形成体 を

示す第 2 斜視図である。

[ 図 9 ] 図 8 における I X — I X 線 に沿 った矢視断面斜視図であ り、実施の形態

1 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる吸上経路形成体 を示す第 2 断面斜

視図である。

[ 図 10 ] 実施の形態 1 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる吸上経路形成体

がケース体の内部 に収容および配置 された状態 を示す断面斜視図である。

[ 図 11] 図 1 0 における X I - X I 線 に沿 った矢視断面図である。

[ 図 12 ] 実施の形態 1 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 を示

す斜視図である。

[ 図 13 ] 実施の形態 1 におけるネプライザキ ッ 卜によってエアロゾルが形成 さ

れる際の霧化部 およびその近傍 を示す断面図である。

[ 図 14] 実施の形態 1 におけるネプライザキ ッ 卜によってエアロゾルが形成 さ

れる際のネプライザキ ッ トの全体の様子を示す断面図である。

[ 図 15 ] 実施の形態 2 におけるネブラィザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を示

す断面図である。

[ 図 16 ] 実施の形態 3 におけるネブラィザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を示

す断面図である。

[ 図 17 ] 実施の形態 4 におけるネブラィザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を示

す斜視図である。

[ 図 18 ] 実施の形態 5 におけるネブラィザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を示

す斜視図である。



[ 図 19] 実施 の形態 6 におけるネブラィザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を示

す斜視図である。

[ 図20] 実施 の形態 7 におけるネプライザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を示

す断面図である。

[ 図2 1 ] 実施 の形態 8 におけるネブラィザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を示

す斜視図である。

[ 図22] 実施 の形態 9 におけるネブラィザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を示

す斜視図である。

[ 図23] 実施 の形態 1 0 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる吸上経路形成

体 を示す斜視図である。

[ 図24] 実施 の形態 1 0 におけるネプライザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を

示す断面図である。

[ 図25] 実施 の形態 1 1 におけるネプライザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を

示す斜視図である。

[ 図26] 実施 の形態 1 1 におけるネプライザキ ッ 卜の吸上経路形成体がケース

体 （圧縮空気導入管）に取 り付 け られる際の様子を示す斜視図である。

[ 図27] 実施 の形態 1 2 におけるネプライザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を

示す斜視図である。

[ 図28] 図 2 7 におけるX X V I I I - X X V I I I 線 に沿 った矢視断面図で

ある。

[ 図29] 実施 の形態 1 2 におけるネプライザキ ッ 卜の霧化部 においてエアロゾ

ルが生成 される際の様子を模式的に示す断面図である。

[ 図30] 実施 の形態 1 3 におけるネプライザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を

示す斜視図である。

[ 図3 1 ] 図 3 0 における矢印 X X X I 方向か らみた平面図である。

[ 図32] 図 3 0 におけるX X X I I - X X X I I 線 に沿 った矢視断面図である

[ 図33] 実施 の形態 1 4 におけるネプライザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を



示す斜視図である。

[ 図34] 図 3 3 におけるX X X I V —X X X I V 線 に沿 った矢視断面図である

[ 図35] 実施 の形態 1 5 におけるネプライザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を

示す斜視図である。

[ 図36] 図 3 5 におけるX X X V I - X X X V I 線 に沿 った矢視断面図である

[ 図37] 実施 の形態 1 6 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 を

示す斜視図である。

[ 図38] 実施 の形態 1 6 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 を

示す断面斜視図である。

[ 図39] 実施 の形態 1 7 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 お

よび流路形成体の分解 された状態 を示す斜視図である。

[ 図40] 図 3 9 におけるX L _ X L 線 に沿 つた矢視断面図である。

[ 図4 1] 実施 の形態 1 8 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 お

よび流路形成体の分解 された状態 を示す斜視図である。

[ 図42] 実施 の形態 1 9 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 お

よび流路形成体の分解 された状態 を示す斜視図である。

[ 図43] 実施 の形態 2 0 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 お

よび流路形成体の分解 された状態 を示す斜視図である。

[ 図44] 実施 の形態 2 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 お

よび流路形成体の分解 された状態 を示す斜視図である。

[ 図45] 実施 の形態 2 2 におけるネプライザキ ッ 卜を示す斜視図である。

[ 図46] 実施 の形態 2 2 におけるネプライザキ ッ 卜の分解 した状態 を示す斜視

図である。

[ 図47] 実施 の形態 2 2 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られるケース体およ

び吸上経路形成体 を示す断面斜視図である。

[ 図48] 実施 の形態 2 2 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる流路形成体の



上方筒状部 を示す斜視図である。

[ 図49] 実施 の形態 2 2 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部が

流路形成体の上方筒状部 に固定される際の様子を示す断面斜視図である。

[ 図50] 実施 の形態 2 2 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部が

流路形成体の下方筒状部 に固定される際の様子を示す断面斜視図である。

[ 図 5 1 ] 実施 の形態 2 2 におけるネプライザキ ッ 卜の動作 を示す斜視図である

[ 図52] 実施 の形態 2 2 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 お

よび流路形成体 を示す第 1 平面図である。

[ 図53] 実施 の形態 2 2 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 お

よび流路形成体 を示す第 2 平面図である。

[ 図54] 実施 の形態 2 2 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 お

よび流路形成体 を示す第 3 平面図である。

[ 図55] 実施 の形態 2 3 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 お

よび流路形成体の分解 した状態 を示す斜視図である。

[ 図56] 実施 の形態 2 3 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 を

示す断面斜視図である。

[ 図57] 実施 の形態 2 4 におけるネプライザキ ッ トに用い られる粒子選別部 お

よび流路形成体の分解 した状態 を示す斜視図である。

[ 図58] 実施 の形態 2 5 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 お

よび流路形成体の分解 した状態 を示す斜視図である。

[ 図59] 実施 の形態 2 5 におけるネプライザキ ッ 卜に用い られる粒子選別部 を

示す断面斜視図である。

[ 図60] —般 的なネプライザキ ッ 卜を示す断面図である。

[ 図 6 1 ] —般 的なネプライザキ ッ トにおける霧化部 を拡大 して示す断面図であ

る。

[ 図 62] —般的なネプライザキ ッ トにおける霧化部 をさ らに拡大 して示す断面

図である。



発明を実施するための形態

[0027] 本発明に基づいた各実施の形態 について、以下、図面 を参照 しなが ら説明

する。各実施の形態の説明において、個数、量な どに言及する場合、特 に記

載がある場合 を除 き、本発明の範囲は必ず しもその個数、量な どに限定され

ない。各実施の形態の説明において、同一の部品、相 当部品に対 しては、同

一の参照番号 を付 し、重複する説明は繰 り返 さない場合がある。特 に制限が

無い限 り、各実施の形態 に示す構成 を適宜組み合わせて用いることは、 当初

か ら予定されていることである。

[0028] [ 実施 の形態 1 ]

( ネ プライザ 2 0 0 0 )

図 1 を参照 して、本実施の形態 におけるネプライザ 2 0 0 0 について説明

する。 ネプライザ 2 0 0 0 は、本体 5 0 、チューブ 5 (圧縮空気管部

) 、 ネプライザキ ッ ト1 0 0 0 、 およびマウス ピース 5 0 0 を備 える。本体

5 0 は、圧縮空気を送 り出すコンプ レッサー、 および電子部品等 を内蔵 し

ている。チューブ 5 1 2 は、可撓性 を有する。チューブ 5 1 2 の一端 は、本

体 5 0 に設 け られた圧縮空気送風 口 5 に連結 される。チューブ 5 1 2

の他端 は、 ネプライザキ ッ 卜1 0 0 0 に連結 される。

[0029] マウス ピース 5 0 0 は、 ネプライザキ ッ ト1 0 0 0 のエアロゾル排 出口 4

2 0 (図 2 参照）に取 り付 け られる。マウス ピース 5 0 0 は、使用者 による

鼻 または口への吸引に供 される。マウス ピース 5 0 0 は、た とえば、図 1 に

示すように管状 に形成 される。マウス ピース 5 0 0 は、マスク状 に形成 され

てもよい。マウス ピース 5 0 0 は、 いわゆるデ ィスポ一ザ プル タイプであ り

、衛生面の観点か ら使用後 には廃棄 される。

[0030] ネブラィザキ ッ ト1 0 0 0 が使用される際には、図 1 に示すように、 ネプ

ライザキ ッ 卜1 0 0 0 の長手方向が鉛直方向に対 して略平行 となるように使

用者 によってネプライザキ ッ 卜1 0 0 0 が保持 される。 ネプライザキ ッ 卜1

0 0 0 における上方および下方 とは、 この使用状態 （ネプライザキ ッ 卜1 0

0 0 が使用される際の基本姿勢）において、 ネプライザキ ッ ト1 0 0 0 か ら



見て鉛直方向における上方および鉛直方向の下方にそれぞれ相当 している。

[0031 ] ( ネプラィザキッ 卜1 0 0 0 )

図 2 は、ネプライザキッ ト1 0 0 0 を示す斜視図である。図 3 は、ネプラ

ィザキッ ト1 0 0 0 の分解 した状態を示す斜視図である。図 4 は、ネプライ

ザキッ ト1 0 0 0 の分解 した状態を示す断面図である。図 5 は、図 2 中にお

けるV —V 線 に沿 った矢視断面図である。図 2 〜図 5 を参照 して、ネプライ

ザキッ ト1 0 0 0 は、ケース体 1 0 0 、吸上経路形成体 2 0 0 (図 3 〜図 5

参照）、粒子選別部 3 0 0 (図 3 〜図 5 参照）、および、流路形成体 4 0 0

を備える。

[0032] (ケース体 1 0 0 )

図 4 を主 と して参照 して、ケース体 1 0 0 は、筒状部 1 1 0 、開口部 1 0

2 (上方開口）、圧縮空気導入管 1 1 3 、 および液体貯留部 1 1 6 を含み、

全体 と して有底筒状 に構成 される。筒状部 1 1 0 は、下方側が液体貯留部 1

6 によって閉塞され、開口部 1 0 2 が設けられる上方側は開放 される。筒

状部 1 1 0 の開口部 1 0 2 の近傍 には、嵌合孔部 1 8 0 が設けられる。流路

形成体 4 0 0 がケース体 1 0 0 に取 り付けられた状態においては、嵌合孔部

1 8 0 は、流路形成体 4 0 0 の嵌合凸部 4 8 0 と互いに嵌合する （図 2 ，図

3 ，図 5 参照）。

[0033] 圧縮空気導入管 1 1 3 は、筒状部 1 1 0 の中央下方か ら上方に向かってテ

一パー状 に縮径するように延在する。圧縮空気導入管 1 1 3 の上部先端部 1

1 3 a には、 ノズル孔 1 1 5 が設けられる。 ノズル孔 1 1 5 は、上部先端部

1 3 a の先端表面 1 1 3 s の略中心 を貫通 している。

[0034] 圧縮空気導入管 1 1 3 の下部先端部 に、チューブ 5 (図 1 参照）が取

り付けられる。ネプライザ 2 0 0 0 の本体 5 1 0 (図 1 参照）に内蔵される

コンプレッサーは、圧縮空気送風 口 5 1 (図 1 参照）およびチューブ 5 1

2 (図 1 参照）を通 して、圧縮空気導入管 1 1 3 の内部 に圧縮空気を導入す

る。圧縮空気導入管 1 1 3 の内部 に導入された圧縮空気は、 ノズル孔 1 1 5

か らケース体 1 0 0 の内部 に向かって嘖出される。



[0035] 液体貯留部 1 1 6 は、圧縮空気導入管 1 1 3 の下方側において、圧縮空気

導入管 1 1 3 の外周面 1 1 3 b を取り囲むように設けられる。液体貯留部 1

6 は、水、食塩水、気管支等の疾患を治癒させるための薬液、または、ヮ

クチンといつた液体Wを一時的に貯留する。

[0036] (吸上経路形成体 2 0 0 )

図 6 は、吸上経路形成体 2 0 0 を示す第 1斜視図であり、斜め上方から見

た吸上経路形成体 2 0 0 の全体構成を示 している。図 7 は、図 6 におけるV

- V I I 線に沿った矢視断面斜視図であり、吸上経路形成体 2 0 0 を示

す第 1斜視断面図である。図 7 は、斜め上方から見た吸上経路形成体 2 0 0

の内部構造を示 している。図 8 は、吸上経路形成体 2 0 0 を示す第 2 斜視図

であり、斜め下方から見た吸上経路形成体 2 0 0 の全体構成を示 している。

図 9 は、図 8 における I X _ I X 線に沿つた矢視断面斜視図であり、吸上経

路形成体 2 0 0 を示す第 2 断面図である。図 9 は、斜め下方から見た吸上経

路形成体 2 0 0 の内部構造を示 している。

[0037] 図 6 〜図 9 を参照 して、吸上経路形成体 2 0 0 は、筒状部 2 1 0 、吸上経

路形成部 2 2 0 (図 7 〜図 9 参照）、開口部 2 3 0 (図 6 ，図 7 参照）、開

口部 2 3 5 (図 8 ，図 9 参照）、吸液口2 4 0 、および板状把持部 2 5 0 を

備える。

[0038] 筒状部 2 1 0 は、上方に向かってテーパー状に縮径する円筒状に形成され

る。筒状部 2 0 の頂部に、開口部 2 3 0 が形成される。筒状部 2 0 の底

部に、開口部 2 3 5 が形成される。筒状部 2 0 の内周面 2 0 a の形状は

、ケース体 1 0 0 (図 5 参照）に設けられる圧縮空気導入管 1 1 3 の外周面

1 3 b の形状に対応 している。

[0039] 筒状部 2 0 の上端表面 2 3 2 上には、半割の円柱状に形成される膨出部

2 4 が設けられる。膨出部 2 4 の端面 2 4 2 上には、円柱状に突出する

吸液口形成体 2 4 3 が設けられる。吸液口形成体 2 4 3 は、端面 2 4 2 に対

して垂直な方向に突出する。板状把持部 2 5 0 は、筒状部 2 0 の外表面か

ら筒状部 2 0 の法線方向外側に向かって延在するように設けられる。板状



把持部 2 5 0 は、 プレー 卜部 2 5 および凸部 2 5 2 を含む。凸部 2 5 2 は

、 プレー 卜部 2 5 の上方においてプレー 卜部 2 5 と一体的に設けられ、

膨出部 2 4 の頂部表面の高さ位置よりもさらに上方に向かって突出 してい

る。

[0040] 吸上経路形成部 2 2 0 は、全体 と して略 L 字状 に形成 される。吸上経路形

成部 2 2 0 は、筒状部 2 0 の内周面 2 0 a 上において開口部 2 3 5 側か

ら開口部 2 3 0 側 に向かって略直線状 に延在するように凹設されるとともに

、膨出部 2 4 および吸液 口形成体 2 4 3 の内部 を貫通するように設けられ

る。

[0041 ] 吸液 口形成体 2 4 3 を貫通する吸上経路形成部 2 2 0 の延在方向における

先端は、吸液 口形成体 2 4 3 の表面に到達 している。吸液 口形成体 2 4 3 の

表面に到達 している吸上経路形成部 2 2 0 の先端部分に、吸液 口 2 4 0 が形

成 される。吸液 口 2 4 0 の直径は、たとえば、 0 . 4 5 m m以上 0 . 5 m m

以下である。

[0042] 図 1 0 は、吸上経路形成体 2 0 0 がケース体 1 0 0 の内部 に収容および配

置された状態を示す断面斜視図である。図 1 1 は、図 1 0 におけるX I - X

I 線 に沿 つた矢視断面図である。

[0043] 図 1 0 および図 1 1 に示すように、吸上経路形成体 2 0 0 は、圧縮空気導

入管 1 1 3 の外周面 1 1 3 b が筒状部 2 1 0 によって覆い被 されるように、

ケース体 1 0 0 の内部 に収容および配置される。吸上経路形成体 2 0 0 がケ

—ス体 1 0 0 の内部 に収容および配置された状態では、吸上経路形成体 2 0

0 の開口部 2 3 0 か ら、圧縮空気導入管 1 1 3 の上部先端部 1 1 3 a が露出

している。

[0044] 図 1 1 に示すように、 ノズル孔 1 1 5 および吸液 口 2 4 0 は、 ノズル孔 1

1 5 の中心線 と吸液 口 2 4 0 の中心線 とが互いに略直交するように配置され

る。筒状部 2 0 の内周面 2 0 a と圧縮空気導入管 1 1 3 の外周面 1 1 3

b とは、筒状部 2 0 の内周面 2 0 a に吸上経路形成部 2 2 0 が設けられ

ている部分を除いて、互いに略密着 している。



[0045] 吸上経路形成部 2 2 0 と圧縮空気導入管 1 1 3 の外周面 1 1 3 b との間に

は、吸上経路 2 2 1 (第 1 吸上経路）が形成 される。吸上経路 2 2 1 は、圧

縮空気導入管 1 1 3 の外周面 1 1 3 b に沿 って、液体貯留部 1 1 6 (図 1 0

参照）側か らノズル孔 1 1 5 側 に向か って上方向に延在する。

[0046] 吸上経路 2 の上方側の先端 に連続するように、吸上経路 2 2 2 (第 2

吸上経路）が形成 される。本実施の形態 においては、吸上経路 2 2 2 は吸上

経路 2 2 1 の先端 に対 して直交する方向に延在する。吸上経路 2 2 2 は、圧

縮空気導入管 1 1 3 の先端側 において、吸上経路 2 2 1 の先端か らノズル孔

5 側 に向か って、 ノズル孔 1 1 5 の中心軸方向に対 して略直交する方向

に延在する。吸上経路 2 2 2 の先端部分 に、吸液 口 2 4 0 が形成 される。本

実施の形態 においては、吸液 口 2 4 0 は、 ノズル孔 1 1 5 には重な ってお ら

ず、 ノズル孔 1 1 5 に対 してわずかに後退 した位置 に配置 される。

[0047] (粒 子選別部 3 0 0 )

図 1 2 は、粒子選別部 3 0 0 を示す斜視図である。粒子選別部 3 0 0 は、

全体 と しては、下方側か ら上方側 に向か って縮径 しつつ延在する略筒状 に構

成 される。粒子選別部 3 0 0 は、下方筒状部 3 0 、上方筒状部 3 2 0 、 中

心軸部 3 3 0 、 および 4 つの羽根部 3 4 0 を備 える。下方筒状部 3 0 は、

上方筒状部 3 2 0 と同軸状 に配置 される。下方筒状部 3 0 の直径 は、上方

筒状部 3 2 0 の直径 よ りも大 きい。

[0048] 4 枚の羽根部 3 4 0 は、上方筒状部 3 2 0 の中心 に位置する中心軸部 3 3

0 と上方筒状部 3 2 0 の内周面 との間に設 け られる。 4 枚の羽根部 3 4 0 の

各 々は、互いに略同形状の板状 に形成 される。 4 枚の羽根部 3 4 0 の各 々は

、互いに 9 0 ° の間隔を空 けて離れるように配置 される。 4 枚の羽根部 3 4

0 の各 々は、上方筒状部 3 2 0 の下方側か ら上方筒状部 3 2 0 の上方側 に向

か って旋回 しつつ湾曲する。 4 枚の羽根部 3 4 0 は、全体 と していわゆるス

ク リュ一状 に配置 される。 4 枚の羽根部 3 4 0 の各 々は、霧化部 M とエア口

ゾル排 出口 4 2 0 との間の空間を扇状 に遮蔽する。

[0049] 図 4 および図 5 を再び参照 して、粒子選別部 3 0 0 は、ケース体 1 0 0 の



内部 に配置 され た吸上経路形成 体 2 0 0 の上方 に配置 され る。粒 子選別部 3

0 0 の下端 は、 吸上経路形成 体 2 0 0 の凸部 2 5 2 の上端 に当接 す る。粒 子

選別部 3 0 0 の上方筒状部 3 2 0 は、 次述 す る流路形成 体 4 0 0 の 中央筒状

部 4 2 の 内側 に固定 され る （図 5 参 照 ）。

[0050] ケー ス体 1 0 0 に対 して流路形成 体 4 0 0 が固定 され る ことによ って、粒

子選別部 3 0 0 が位 置決 め され る。位 置決 め され た粒 子選別部 3 0 0 の下端

と吸上経路形成 体 2 0 0 の凸部 2 5 2 の上端 とが互 い に当接 す る ことによ つ

て、 吸上経路形成 体 2 0 0 はケー ス体 1 0 0 に対 して固定 され る。 当該 固定

によ って、 吸上経路形成 体 2 0 0 のケー ス体 1 0 0 に対 す る上 下方 向の移 動

は規制 され る。

[0051 ] (流 路 形 成 体 4 0 0 )

図 3 〜図 5 を再 び参 照 して、 流路形成 体 4 0 0 は、 ケー ス体 1 0 0 の開 口

部 1 0 2 を覆 うよ うにケー ス体 1 0 0 に取 り付 け られ る。 流路形成 体 4 0 0

は、 下方筒状部 4 0 、 中央筒状部 4 2 、 上方筒状部 4 4 、 エ ア ロゾル

排 出 口 4 2 0 、 外 気導 入 口 4 3 0 、 お よび嵌合 凸部 4 8 0 を備 え る。

[0052] 下方筒状部 4 0 、 中央筒状部 4 2 、 お よび上方筒状部 4 4 は、 互 い

に同軸状 に配置 され る。 中央筒状部 4 2 の直径 は、 上方筒状部 4 1 4 の直

径 よ りも大 きい。 下方筒状部 4 0 の直径 は、 中央筒状部 4 2 の直径 よ り

も大 きい。 流路形成 体 4 0 0 は、 全体 と して は、 下方側 か ら上方側 に向か つ

て縮径 しつつ延在 す る略筒状 に構成 され る。

[0053] エ ア ロゾル排 出 口 4 2 0 は、 上方筒状部 4 4 の 内側 に形成 され る。 外 気

導 入 口 4 3 0 は、 下方筒状部 4 0 と中央筒状部 4 2 とが互 い に接続 され

る部 分 に設 け られ る （図 3 参 照 ）。 嵌合 凸部 4 8 0 は、 下方筒状部 4 0 の

下端 近傍 に設 け られ る。 上述 の とお り、 流路形成 体 4 0 0 がケー ス体 1 0 0

に取 り付 け られ た状 態 において は、 嵌合 凸部 4 8 0 は、 ケー ス体 1 0 0 の嵌

合孔部 1 8 0 と互 い に嵌合 す る （図 2 ， 図 3 ， 図 5 参 照 ）。粒 子選別部 3 0

0 の上方筒状部 3 2 0 は、 中央筒状部 4 1 2 の 内側 に固定 され る （図 5 参 照

)



[0054] (ネプライザキッ卜1 0 0 0 の動作）

図 1 3 および図 1 4 を参照 して、ネプライザキッ卜1 0 0 0 の動作につい

て説明する。図 1 3 は、ネプライザキット1 0 0 0 (図 2 等参照）によって

エア口リ、) レが形成される際の霧化部Mおよびその近傍を示す断面図である。

図 1 4 は、ネプライザキッ卜1 0 0 0 によってエア口ゾルが形成される際の

ネプライザキッ卜1 0 0 0 の全体の様子を示す断面図である。

[0055] 図 1 3 に示すように、霧化部Mは、圧縮空気導入管 1 1 3 に設けられたノ

ズル孔 1 1 5 の出口領域 R 1 5 (圧縮空気導入管 1 1 3 に設けられたノズ

ル孔 1 1 5 の中心軸と吸上経路形成体 2 0 0 に設けられた吸液口2 4 0 の中

心軸とが交差する領域）およびその近傍に形成される。

[0056] 圧縮空気導入管 1 1 3 の内部に導入された圧縮空気は、上部先端部 1 1 3

a に設けられたノズル孔 1 1 5 を通 して噴き出される （矢印A R 1 3 参照

) 。圧縮空気がノズル孔 1 1 5 から出口領域 R 1 5 に向かって噴き出され

ることによって、霧化部Mおよびその近傍には、周囲の圧力よりも低い状態

である負圧が発生する。

[0057] 霧化部Mおよびその近傍において発生する負圧の作用によって、液体貯留

部 1 1 6 (図 1 4 参照）から霧化部Mの近傍にまで、吸上経路 2 2 および

吸上経路 2 2 2 を通 して液体W (図 1 4 参照）が吸い上げられる （図 1 3 中

の矢印A R 2 2 0 参照）。液体Wは、吸液口2 4 0 から霧化部M側に向かつ

て徐々に吐出される。吸液口2 4 0 から吐出された少量の液体Wは、霧化部

Mにおいて矢印A R 1 3 方向に流れる圧縮空気との衝突によって粉砕され

、霧状粒子 （微細な液滴） （図示せず）に変化する。

[0058] 図 1 4 を参照 して、この霧状粒子は、外気導入口4 3 0 を通 してケース体

1 0 0 の内部に導入された外気 （矢印A R 4 3 0 参照）に付加される。霧化

部Mにおいて、エアロゾルが生成される。エアロゾルは、粒子選別部 3 0 0

の内部を通 してエアロゾル排出口4 2 0 に向かって移動する。

[0059] 本実施の形態においては、霧化部M とエアロゾル排出口4 2 0 との間に、

粒子選別部 3 0 0 の羽根部 3 4 0 が配置されている。霧化部Mからエアロゾ



ル排出口4 2 0 に向かって移動するエアロゾルのうち粒子径の大 きなものは

(た とえば 1 O m以上）、羽根部 3 4 0 の表面に付着する。羽根部 3 4 0

によって選別された所望の粒子径 （たとえば 2 m以上 1 O m未満）を有

するエアロゾルは、エアロゾル排出口4 2 0 を通 して外部 に排出される。ェ

ァロゾルは、マウス ピース 5 0 0 (図 1 参照）を通 して、使用者の鼻 または

口に吸引される。

[0060] (作用 効果）

ネプライザキッ ト1 0 0 0 においてエア口ゾルが生成 される際、 ノズル孔

5 か ら噴 き出された圧縮空気は、そのまま直線状 に流れつつ （図 1 3 ，

図 1 4 における矢印 A R 1 1 3 参照）、吸液 口 2 4 0 か ら吐出された液体W

に接触する。 ノズル孔 1 1 5 か ら噴 き出された圧縮空気は、冒頭に説明 した

ネプライザキッ ト1 0 0 0 Z (図 6 0 〜図 6 2 参照） とは異な り、他の部材

に接触 した り、大 きく旋回 した りすることな く、エアロゾルの生成 に供 され

る。圧縮空気導入管 1 1 3 に導入される圧縮空気 と しては、エアロゾルを生

成する際に、圧力を損失することがほとんどない。

[0061 ] ネプライザキッ ト1 0 0 0 およびネプライザキッ ト1 O O O Z において同

—の嘖霧量を有するエアロゾルを生成する場合、ネプライザキッ 卜1 0 0 0

においては、ネプライザキッ 卜1 0 0 0 Z に比べて小さな流量を有する圧縮

空気が準備 されればよい。ネプライザキッ ト1 0 0 0 においては、エアロゾ

ルを生成する上での圧縮空気の利用効率が高いため、ネプライザキッ 卜1 0

0 0 Z に比べて容量 （流量）が小さ く、且つ、大 きさも小さいコンプレッサ

—を用いることができる。 したがって、ネプライザキッ ト1 0 0 0 は、安価

に製造されることができるだけでな く、エア口ゾルの生成 に必要な消費エネ

ルギ一の量も小さ くすることが可能 となる。

[0062] ネプライザキッ ト1 0 0 0 においては、個 々の部品を分解することによつ

て個 々の部品を容易に洗浄することも可能である。ネプライザキッ 卜1 0 0

0 においては、吸上経路形成体 2 0 0 に板状把持部 2 5 0 が設けられる。洗

浄の際、板状把持部 2 5 0 を利用することによって、吸上経路形成体 2 0 0



が紛失することも防止される。

[0063] 吸上経路形成体 2 0 0 においては、吸上経路 2 2 2 が延在 している方向お

よび吸液口2 4 0 の設けられている位置が、板状把持部 2 5 0 が延在 してい

る方向に対 して反対側である。霧化部Mにおいて生成されたエアロゾルの嘖

霧は、板状把持部 2 5 0 によって阻害されることもない。

[0064] ネプライザキッ卜1 0 0 0 においては、粒子選別部 3 0 0 の下端は、吸上

経路形成体 2 0 0 の凸部 2 5 2 の上端に当接する （図 5 参照）。吸上経路形

成体 2 0 0 は、ケース体 1 0 0 に対する上下方向の移動が固定される （位置

決めされる）。吸上経路形成体 2 0 0 がノズル孔 1 1 5 から噴き出された圧

縮空気によって押 し上げられて しまうことは、確実に防止される。エアロゾ

ルは、霧化部Mにおいて連続的に生成されることが可能となる。

[0065] ネプライザキッ卜1 0 0 0 においては、吸上経路形成体 2 0 0 がケース体

1 0 0 に対 して回転方向には固定されておらず、吸上経路形成体 2 0 0 がケ

—ス体 1 0 0 に対 して圧縮空気導入管 1 1 3 の周りで自由に回転可能となる

ように構成されてもよい。この場合、ネブラィザキット1 0 0 0 が傾けられ

た場合、吸上経路形成体 2 0 0 は、板状把持部 2 5 0 の自重にしたがって、

板状把持部 2 5 0 が重力方向の最下方に位置するように回転する。吸上経路

2 の下端は、常に液体貯留部 1 1 6 内に貯留された液体Wの内部に浸漬

されることが可能となる。ネプライザキット1 0 0 0 が傾けられた場合であ

つても、吸上経路 2 2 1 は、継続的に液体Wを吸い上げることが可能となる

[0066] 上述のとおり、粒子選別部 3 0 0 は、流路形成体 4 0 0 (中央筒状部 4 1

2 ) に固定される。流路形成体 4 0 0 をケース体 1 0 0 から取り外 した際、

粒子選別部 3 0 0 も流路形成体 4 0 0 と合わせて取り外される。ネプライザ

キット1 0 0 0 における粒子選別部 3 0 0 および流路形成体 4 0 0 は、分解

および洗浄の際における利便性が高い。

[0067] 粒子選別部 3 0 0 においては、羽根部 3 4 0 が上方筒状部 3 2 0 の内側に

設けられる。羽根部 3 4 0 は、粒子選別部 3 0 0 の長手方向における一方寄



り （端部）に位置 している。羽根部 3 4 0 は、容易に洗浄されることができ

る。 また、粒子選別部 3 0 0 は、下方筒状部 3 0 か ら上方筒状部 3 2 0 に

向かうにつれて縮径 している。粒子選別部 3 0 0 は、効果的に粒子を選別す

ることができる。粒子選別部 3 0 0 は、エアロゾルの粒子を粒径 に応 じて選

別することを主な目的と しているが、粒子選別部 3 0 0 を用いな くても必要

な粒径 を有する粒子が得 られる場合もある。 この場合、粒子選別部 3 0 0 が

取 り外された状態で、ネプライザキッ ト1 0 0 0 が使用されるとよい。たと

えば、 1 5 mの粒径 を有する粒子 （エアロゾル）が必要 とされる場合に、

霧化部 M において 1 5 mの粒径 を有する粒子 （エアロゾル）が生成 される

場合には、粒子選別部 3 0 0 が取 り外された状態でネプライザキッ 卜1 0 0

0 が使用されるとよい。

[0068] [ 実施の形態 2 ]

図 1 5 を参照 して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけ

るネブラィザキッ 卜は、上述の実施の形態 1 における吸上経路形成体 2 0 0

(図 1 3 等参照）の代わ りに、吸上経路形成体 2 0 0 A を備える。

[0069] 上述のとお り、吸上経路形成体 2 0 0 (図 1 3 等参照）における吸液 口 2

4 0 は、 ノズル孔 1 1 5 には重なってお らず、 ノズル孔 1 1 5 に対 してわず

かに後退 した位置に配置される。一方、吸上経路形成体 2 0 0 A においては

、吸液 口 2 4 0 か らノズル孔 1 1 5 を見た場合に、 ノズル孔 1 1 5 の開口領

域上に吸液 口 2 4 0 が位置 している。

[0070] 吸液 口 2 4 0 の位置は、吸上経路形成体 2 0 0 (図 1 3 等参照）に比べて

、吸上経路形成体 2 0 0 A の方がノズル孔 1 1 5 に近い。吸上経路形成体 2

0 0 (図 1 3 等参照）に比べて、吸上経路形成体 2 0 0 A の方が、霧化部 M

において負圧が発生 しやすい。 したがって、吸上経路形成体 2 0 0 (図 1 3

等参照）に比べて、吸上経路形成体 2 0 0 A の方が、圧縮空気導入管 1 1 3

に導入される圧縮空気の風量を少な くすることが可能 となる。

[0071 ] ノズル孔 1 1 5 が円形 に形成 される場合 （換言すると、 ノズル孔 1 1 5 が

円柱状の空間か ら形成 される場合）、 ノズル孔 1 1 5 の中心線 1 1 5 c が、



吸液口2 4 0 を含む面状に位置 していてもよい。この場合、吸液口形成体 2

4 3 の先端部 2 4 3 T とノズル孔 1 1 5 の中心線 1 1 5 c とが同一平面上に

位置 する。

[0072] 吸液口2 4 0 のノズル孔 1 1 5 に対する位置 （吸液口2 4 0 とノズル孔 1

5 との間の距離）は、霧化部Mにおいてエアロゾルがより効率的に生成さ

れるように、圧縮空気導入管 1 1 3 に導入される圧縮空気の風量等に応 じて

最適化されるとよい。実験結果によれば、圧縮空気の量が比較的大きい場合

、ノズル孔 1 1 5 が半分より多く露出している方が、より多くのエアロゾル

が嘖霧される。一方、圧縮空気の量が比較的小さい場合、ノズル孔 1 1 5 が

ちょうど半分くらい露出している方が、より多くのエアロゾルが嘖霧される

[0073] [ 実施の形態 3 ]

図 1 6 を参照 して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけ

るネブラィザキッ卜は、上述の実施の形態 2 における吸上経路形成体 2 0 0

A (図 1 5 等参照）の代わりに、吸上経路形成体 2 0 0 B を備える。

[0074] 吸上経路形成体 2 0 0 B においては、吸上経路 2 と吸上経路 2 2 2 と

が交差する領域 （交差領域）に、吸上経路 2 2 2 よりも流路断面積が大きい

液溜まり部 2 6 0 が設けられる。

[0075] 負圧の作用によって吸上げられた液体Wは、吸上経路 2 2 1 を通過 した後

、液溜まり部 2 6 0 に到達する。液体Wは、液溜まり部 2 6 0 において一旦

溜められた後、吸上経路 2 2 2 を通 して吸液口2 4 0 から吐出される。液溜

まり部 2 6 0 が設けられることによって、液体Wは、途切れることなく連続

的に安定 して吸液口2 4 0 から吐出されることが可能となる。

[0076] [ 実施の形態4 ]

図 1 7 を参照 して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけ

るネブラィザキッ卜は、上述の実施の形態 1 における吸上経路形成体 2 0 0

(図 1 0 等参照）の代わりに、吸上経路形成体 2 0 0 C を備える。

[0077] 吸上経路形成体 2 0 0 C においては、吸液口2 4 0 が、長円形状に形成さ



れる。吸液 口 2 4 0 は、圧縮空気導入管 1 1 3 の先端表面 1 1 3 s に対 して

平行な方向 （横方向）に延在する開口形状である。吸液 口 2 4 0 の開口形状

は、 ノズル孔 1 1 5 の中心軸に対 して直角に交差するように形成されていて

もよい。

[0078] 負圧の作用によって吸上げられた液体Wは、吸液 口 2 4 0 か ら吐出される

。吸液 口 2 4 0 か ら吐出される液体Wは、横方向に広がることによって薄い

液膜を形成 した状態で、 ノズル孔 1 1 5 か ら噴 き出される圧縮空気に接触す

る。

[0079] ノズル孔 1 1 5 か ら噴 き出される圧縮空気には、液膜状 となった微量の液

体Wが徐々に接触する。液体Wは、 ノズル孔 1 1 5 か ら噴 き出される圧縮空

気によって粉砕されやす くなるため、嘖霧効率の向上が図れる。

[0080] [ 実施の形態 5 ]

図 1 8 を参照 して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけ

るネブラィザキッ 卜は、上述の実施の形態 1 における吸上経路形成体 2 0 0

(図 1 0 等参照）の代わ りに、吸上経路形成体 2 0 0 D を備える。

[0081 ] 吸上経路形成体 2 0 0 D においては、吸液 口 2 4 0 が、複数設けられる。

複数の吸液 口 2 4 0 は、圧縮空気導入管 1 1 3 の先端表面 1 1 3 s に対 して

平行な方向 （横方向）に並ぶように配列されている。複数の吸液 口 2 4 0 は

、 ノズル孔 1 1 5 の中心軸に対 して直角に交差するように配列されていても

よい。

[0082] 負圧の作用によって吸上げられた液体Wは、複数の吸液 口 2 4 0 の各々か

ら吐出される。 1 つ 1 つの吸液 口 2 4 0 か ら吐出される液体Wの量は、上述

の実施の形態 1 における吸上経路形成体 2 0 0 の場合よりも少な くなる。 1

つ 1 つの吸液 口 2 4 0 か ら吐出された微量の液体Wは、 ノズル孔 1 1 5 か ら

噴 き出される圧縮空気に接触する。

[0083] ノズル孔 1 1 5 か ら噴 き出される圧縮空気には、 1 つ 1 つの吸液 口 2 4 0

か ら吐出された微量の液体Wが徐々に接触する。液体Wは、 ノズル孔 1 1 5

か ら噴 き出される圧縮空気によって粉砕されやす くなるため、嘖霧効率の向



上が図れる。

[0084] [ 実施の形態 6 ]

図 1 9 を参照 して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけ

るネブラィザキッ卜は、上述の実施の形態 1 における吸上経路形成体 2 0 0

(図 1 0 等参照）の代わりに、吸上経路形成体 2 0 0 E を備える。

[0085] 吸上経路形成体 2 0 0 E においては、吸液口2 4 0 が、W字状に形成され

る。負圧の作用によって吸上げられた液体Wは、吸液口2 4 0 の下端の狭い

部分から徐々に吐出される。吸液口2 4 0 から吐出される液体Wの量は、上

述の実施の形態 1 における吸上経路形成体 2 0 0 の場合よりも少なくなる。

吸液口2 4 0 から吐出された微量の液体Wは、ノズル孔 1 1 5 から噴き出さ

れる圧縮空気に接触する。

[0086] ノズル孔 1 1 5 から噴き出される圧縮空気には、吸液口2 4 0 から吐出さ

れた微量の液体Wが徐々に接触する。液体Wは、ノズル孔 1 1 5 から噴き出

される圧縮空気によって粉砕されやすくなるため、嘖霧効率の向上が図れる

。吸液口2 4 0 がV 字状に形成されたり、M字状に形成されたりする場合に

も、本実施の形態と同様の作用および効果を得ることができる。

[0087] [ 実施の形態 7 ]

図 2 0 を参照 して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけ

るネプライザキットは、上述の実施の形態 3 におけるケース体 1 0 0 (図 1

6 等参照）の代わりに、ケース体 1 0 0 A を備える。以下に述べるケース体

1 0 0 A の構成は、上述の実施の形態 1 (図 1 0 参照）、実施の形態 2 (図

5 参照）、実施の形態 4 (図 1 7 参照）、実施の形態 5 (図 1 8 参照）、

および実施の形態 6 (図 1 9 参照）にも適用されることができる。

[0088] ケース体 1 0 0 A においては、円筒形状の内周面によって規定されるノズ

ル孔 1 1 5 が、外側に向かって拡径するテ一パ一面から構成される。ノズル

孔 1 1 5 の直径は、圧縮空気の通流方向に沿って徐々に大きくなる。圧縮空

気導入管 1 1 3 に導入された圧縮空気がノズル孔 1 1 5 を通過する際、圧縮

空気の圧力の損失が低減される。エアロゾルを生成する上での圧縮空気の利



用効率が高 くなるため、容量 （流量）がより小さ く、且つ、大 きさもより小

さいコンプレッサーを用いることが可能 となる。

[0089] [ 実施の形態 8 ]

図 2 1 を参照 して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけ

るネプライザキッ 卜は、上述の実施の形態 1 におけるケース体 1 0 0 (図 1

0 等参照）の代わ りに、ケース体 1 O O B を備える。以下に述べるケース体

1 O O B の構成は、上述の実施の形態 2 (図 1 5 参照）、実施の形態 3 (図

6 参照）、実施の形態 4 (図 1 7 参照）、実施の形態 5 (図 1 8 参照）、

および実施の形態 6 (図 1 9 参照）にも適用されることができる。

[0090] ケース体 1 O O B においては、 ノズル孔 1 1 5 が、長円形状 に形成 される

。 ノズル孔 1 1 5 は、吸液 口 2 4 0 (図 1 1 における吸上経路 2 2 2 ) の中

心軸方向に対 して直交する方向 （横方向）に延在する開口形状である。圧縮

空気は、横方向に広がることによって板状 （直方体状）にノズル孔 1 1 5 か

ら嘖 き出される。

[0091 ] 負圧の作用によって吸上げられた液体W は、吸液 口 2 4 0 か ら吐出される

。吸液 口 2 4 0 か ら吐出される液体W は、略直方体状 に噴 き出される圧縮空

気に接触する。液体W は、広範 にわたって圧縮空気に接触する。液体W は、

ノズル孔 1 1 5 か ら噴 き出される圧縮空気によって粉砕 されやす くなるため

、嘖霧効率の向上が図れる。

[0092] [ 実施の形態 9 ]

図 2 2 を参照 して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけ

るネプライザキッ 卜は、上述の実施の形態 1 におけるケース体 1 0 0 (図 1

0 等参照）の代わ りに、ケース体 1 0 0 C を備える。以下に述べるケース体

1 0 0 C の構成は、上述の実施の形態 2 (図 1 5 参照）、実施の形態 3 (図

6 参照）、実施の形態 4 (図 1 7 参照）、実施の形態 5 (図 1 8 参照）、

および実施の形態 6 (図 1 9 参照）にも適用されることができる。

[0093] ケース体 1 0 0 C においては、 ノズル孔 1 1 5 が、複数設けられる。複数

のノズル孔 1 1 5 は、吸液 口 2 4 0 (図 1 1 における吸上経路 2 2 2 ) の中



心軸方向に対 して直交する方向 （横方向）に並ぶように配列されている。

[0094] 負圧の作用によって吸上げられた液体Wは、吸液口2 4 0 から吐出される

。吸液口2 4 0 から吐出される液体Wは、複数のノズル孔 1 1 5 の各々から

噴き出される圧縮空気に接触する。液体Wは、広範にわたって圧縮空気に接

触する。液体Wは、ノズル孔 1 1 5 から噴き出される圧縮空気によって粉砕

されやすくなるため、嘖霧効率の向上が図れる。

[0095] [ 実施の形態 1 0 ]

図 2 3 および図 2 4 を参照 して、本実施の形態について説明する。本実施

の形態におけるネブラィザキッ卜は、上述の実施の形態 1 における吸上経路

形成体 2 0 0 (図 6 ，図 7 等参照）の代わりに、吸上経路形成体 2 0 O F を

備える。以下に述べる吸上経路形成体 2 0 0 F の構成は、上述の実施の形態

2 (図 1 5 参照）、実施の形態 3 (図 1 6 参照）、実施の形態 4 (図 1 7 参

照）、実施の形態 5 (図 1 8 参照）、実施の形態 6 (図 1 9 参照）、実施の

形態 7 (図 2 0 参照）、実施の形態 8 (図 2 1参照）、および実施の形態 9

(図 2 2 参照）にも適用されることができる。

[0096] 上述の実施の形態 1 の吸上経路形成体 2 0 0 (図 6 ，図 7 等参照）におけ

る吸上経路形成部 2 2 0 は、筒状部 2 0 の内周面 2 0 a 上において開口

部 2 3 5 側から開口部 2 3 0 側に向かって略直線状に延在するように凹設さ

れるとともに、膨出部 2 4 および吸液口形成体 2 4 3 の内部を貫通するよ

うに設けられる。

[0097] 図 2 3 および図 2 4 に示すように、本実施の形態の吸上経路形成体 2 0 0

F における吸上経路形成部 2 2 0 は、全体として溝状に凹設されており、吸

液口形成体 2 4 3 を貫通するようには構成されない。吸液口形成体 2 4 3 は

、 U字状に形成される。

[0098] 吸上経路形成体 2 0 O F も、圧縮空気導入管 1 1 3 の外周面 1 1 3 b が筒

状部 2 0 によって覆い被されるように、ケース体 1 0 0 の内部に収容およ

び配置される。吸上経路 2 は、圧縮空気導入管 1 1 3 の外周面 1 1 3 b

に沿って形成される。吸上経路 2 2 2 は、圧縮空気導入管 1 1 3 の先端表面



1 3 s に沿うように形成される。吸上経路形成体 2 0 0 F によっても、上

述の実施の形態 1 と同様の作用および効果を得ることができる。

[0099] [ 実施の形態 1 1 ]

図 2 5 および図 2 6 を参照 して、本実施の形態について説明する。本実施

の形態におけるネブラィザキッ卜は、上述の実施の形態 1 における吸上経路

形成体 2 0 0 (図 6 ，図 7 等参照）の代わりに吸上経路形成体 2 0 0 G を備

え、上述の実施の形態 1 におけるケース体 1 0 0 (図 1 0 等参照）の代わり

にケース体 1 0 0 D を備える。

[01 00] 吸上経路形成体 2 0 0 G においては、上述の実施の形態 1 0 の吸上経路形

成体 2 0 0 F (図 2 3 ，図 2 4 参照）と同様に、吸上経路形成部 2 2 0 (図

2 6 参照）は、全体として溝状に凹設されており、吸液口形成体 2 4 3 を貫

通するようには構成されない。吸液口形成体 2 4 3 は、 U字状に形成される

[01 0 1 ] ケース体 1 0 0 D においては、上部先端部 1 1 3 a の先端表面 1 1 3 s に

、凹部 1 4 4 を有する台座 1 4 3 が設けられる。図 2 6 中の矢印に示すよう

に、吸上経路形成体 2 0 0 G は、ケース体 1 0 0 D (圧縮空気導入管 1 1 3

) に取り付けられる。台座 1 4 3 は、吸液口形成体 2 4 3 の内側 2 4 4 に嵌

め込まれる。台座 1 4 3 の凹部 1 4 4 と吸液口形成体 2 4 3 の内側 2 4 4 と

によって、吸液口2 4 0 (図 2 5 参照）が形成される。吸上経路形成体 2 0

0 G およびケース体 1 0 0 D によっても、上述の実施の形態 1 と同様の作用

および効果を得ることができる。

[01 02] [ 実施の形態 1 2 ]

図 2 7 〜図 2 9 を参照 して、本実施の形態について説明する。図 2 7 は、

本実施の形態におけるネブラィザキッ卜の霧化部およびその近傍を示す斜視

図である。図 2 8 は、図 2 7 におけるX X V I I I - X X V I I I ；線に沿つ

た矢視断面図である。図 2 9 は、本実施の形態におけるネプライザキットの

霧化部においてエアロゾルが生成される際の様子を模式的に示す断面図であ

る。



[01 03] 本実施の形態 におけるネブラィザキ ッ 卜は、上述の実施の形態 1 における

吸上経路形成体 2 0 0 (図 6 ，図 7 等参照）の代わ りに、吸上経路形成体 2

0 0 H を備 える。以下に述べ る吸上経路形成体 2 0 0 H の構成 は、上述の実

施の形態 2 (図 1 5 参照）、実施の形態 3 (図 1 6 参照）、実施の形態 4 (

図 1 7 参照）、実施の形態 5 (図 1 8 参照）、実施の形態 6 (図 1 9 参照）

、実施の形態 7 (図 2 0 参照）、実施の形態 8 (図 2 1 参照）、 および実施

の形態 9 (図 2 2 参照）にも適用されることがで きる。

[01 04] 図 2 7 および図 2 8 に示すように、吸上経路形成体 2 0 0 H においては、

膨 出部 2 4 の端面 2 4 2 か ら突出するように設 け られる吸液 口形成体 2 4

3 の先端面が、傾斜 している。吸液 口 2 4 0 の上方 には、上方 に向か うに し

たが って、吸上経路 2 側 に向か うように傾斜する上部傾斜面領域 2 7 0

が設 け られる。上部傾斜面領域 2 7 0 の ノズル孔 1 1 5 の中心軸 に対する傾

斜角度 は、た とえば 2 0 ° 以上 4 5 ° 以下に設定される。嘖霧効率 をよ り

向上 させるという観点か らは、傾斜角度 は、 3 5 ° に設定される。

[01 05] 図 2 8 に示すように、吸液 口形成体 2 4 3 の先端部 2 4 3 Τ は、 ノズル孔

1 5 の内周端面 に沿 うように （ノズル孔 1 1 5 の外縁 に接するように）配

置 される。図 1 5 を参照 して上述 した場合 と同様 （実施の形態 2 ) に、先端

部 2 4 3 Τ は、 ノズル孔 1 1 5 の中心線 （図 1 5 における中心線 1 1 5 c )

と一致するように配置 されてもよい。

[01 06] 図 2 7 および図 2 8 に示すように、膨 出部 2 4 1 の端面 2 4 2 には、 2 つ

の膨 出部 2 4 6 が設 け られる。膨 出部 2 4 6 は、上部先端部 1 1 3 a の両外

側か ら上部先端部 1 1 3 a を挟み込むように配置 される。図 2 8 に示すよう

に、本実施の形態 においては、膨 出部 2 4 6 の先端面 と、吸液 口形成体 2 4

3 の先端部 2 4 3 T とは、同一平面上 に位置 している。

[01 07] (作用 効果）

図 2 9 を参照 して、吸上経路形成体 2 0 0 H によれば、吸液 口 2 4 0 の上

方 に上部傾斜面領域 2 7 0 が設 け られる。吸液 口 2 4 0 および上部傾斜面領

域 2 7 0 は、 ノズル孔 1 1 5 か ら噴出された圧縮空気の進行経路 （矢印 A R



3 参照）に対 して徐 々に遠 ざかるように傾斜 している。吸液 口 2 4 0 が

傾斜 して形成 されるため （換言すると、吸液 口 2 4 0 が上方 に向か うにつれ

て ノズル孔 1 1 5 か ら次第に離れるように形成 されるため）、 このような吸

液 口 2 4 0 の傾斜の程度 を増減することによって、液体W の供給量 を調節す

ることが可能 となる。た とえば、吸液 口 2 4 0 の傾斜の程度 を大 きくする （

傾斜角度 の値 を大 きくする） ことによって、液体W の供給量 を減 らして最

適な値 にすることがで きる。吸液 口 2 4 0 の傾斜の程度 を最適化することに

よって、 ノズル孔 1 1 5 か ら噴 き出される圧縮空気のエネルギーがで きるだ

け多 くの割合で液体W の粉砕 に使用されるようにすることがで きる。 また、

吸液 口 2 4 0 が傾斜 して形成 されるため、 ノズル孔 1 1 5 か ら嘖出された圧

縮空気が、吸液 口 2 4 0 内に入 り込む ことも確実 に抑制 される。 したが って

、吸上経路形成体 2 0 0 Η によれば、液体W を微粒化する上でのエネルギー

使用効率 をよ り一層向上 させることが可能 となる。

[01 08] 本実施の形態 においては、吸液 口 2 4 0 の下方 にも傾斜面 2 7 2 が設 け ら

れる。上部傾斜面領域 2 7 0 、 吸液 口 2 4 0 、 および傾斜面 2 7 2 は、 ノズ

ル孔 1 1 5 に向か って同一方向に傾斜 している。吸液 口 2 4 0 か ら吐出され

た液体W は、液滴W 1 とな つて傾斜面 2 7 2 上 を滑 り落ちる （矢印 A R 2 7

2 参照）。液滴W 1 は、滑 り落ちる方向の前方側の部分か ら徐 々にノズル孔

1 5 の上方領域 に移動 し、 その後、圧縮空気に接触する。圧縮空気 との接

触 によって、液滴W 1 は、滑 り落ちる方向の前方側の部分か ら粉砕 される。

[01 09] 吸液 口 2 4 0 の下方 に傾斜面 2 7 2 が設 け られることによって、 ノズル孔

5 か ら噴 き出される圧縮空気には、微量の液滴W 1 が継続的に供給 され

る。液体W (液滴W 1 ) は、 ノズル孔 1 1 5 か ら噴 き出される圧縮空気によ

つて粉砕 されやす くなるため、嘖霧効率の向上が図れる。

[01 10] 液滴W 1 の大 きさを小さ くするために、傾斜面 2 7 2 (吸上経路形成体 2

0 0 の うち吸液 口 2 4 0 とノズル孔 1 1 5 との間に位置する領域）は、吸上

経路形成体 2 0 0 H の傾斜面 2 7 2 が設 け られる以外の領域 よ りも親水性 に

富んでいるとよい。液滴W 1 の大 きさが小さ くなることによって、液滴W



が粉砕 された際、 よ り小さな粒子を得 ることが可能 となる。傾斜面 2 7 2 の

親水性 を上 げるためには、傾斜面 2 7 2 に親水性 に富む液体 を塗布 した り、

傾斜面 2 7 2 に微細な凹凸加工 を施 した りするとよい。

[01 11] 吸液 口 2 4 0 の上方 に上部傾斜面領域 2 7 0 が設 け られることによって、

液滴W が粉砕 されることによって生成 されたエア口ゾルW の拡散 に供 さ

れるための空間も大 きい。 よ り広い空間 （霧化部 M ) において、エアロゾル

W は生成 されることが可能 となる。

[01 12] 上部傾斜面領域 2 7 0 の ノズル孔 1 1 5 の中心軸 に対する傾斜角度 は、

霧化部 Μ においてエアロゾルがよ り効率的に生成 されるように、圧縮空気導

入管 1 1 3 に導入される圧縮空気の風量等 に応 じて最適化 されるとよい。

[01 13] [ 実施 の形態 1 3 ]

図 3 0 〜図 3 2 を参照 して、本実施の形態 について説明する。図 3 0 は、

本実施の形態 におけるネブラィザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を示す斜視

図である。図 3 1 は、図 3 0 における矢印 X X X I 方向か らみたケース体 1

0 0 な どを示す平面図である。図 3 2 は、図 3 0 におけるX X X I I - X X

X I I 線 に沿 った矢視断面図である。

[01 14] 本実施の形態 におけるネプライザキ ッ トは、上述の実施の形態 1 2 におけ

る吸上経路形成体 2 0 0 Η ( 図 2 7 等参照）の代わ りに、吸上経路形成体 2

0 0 J を備 える。以下に述べ る吸上経路形成体 2 0 0 J の構成 は、上述の実

施の形態 1 (図 1 0 参照）、実施の形態 2 (図 1 5 参照）、実施の形態 3 (

図 1 6 参照）、実施の形態 4 (図 1 7 参照）、実施の形態 5 (図 1 8 参照）

、実施の形態 6 (図 1 9 参照）、実施の形態 7 (図 2 0 参照）、実施の形態

8 (図 2 1 参照）、 および実施の形態 9 (図 2 2 参照）にも適用されること

がで きる。

[01 15] 図 3 0 に示すように、吸上経路形成体 2 0 0 J においては、吸液 口 2 4 0

の下方 に、下方 に向か うに したが って、吸上経路 2 2 1 (図 3 2 参照）側 に

向か うように傾斜する下部傾斜面領域 2 8 0 が設 け られる。下部傾斜面領域

2 8 0 の下端部 は、 ノズル孔 1 1 5 の外縁 に接するように配置 される。



[01 16] 図 3 1 および図 3 2 に示すように、吸液 口形成体 2 4 3 の先端部 2 4 3 T

は、上部傾斜面領域 2 7 0 および下部傾斜面領域 2 8 0 (図 3 2 参照）が交

差する部分 に位置する。下部傾斜面領域 2 8 0 と吸液 口 2 4 0 との間に、上

述の実施の形態 1 2 における傾斜面 2 7 2 (図 2 9 参照）がさ らに設 け られ

てもよい。吸液 口 2 4 0 か らノズル孔 1 1 5 を見た場合 に、吸液 口形成体 2

4 3 の先端部 2 4 3 T は、 ノズル孔 1 1 5 の中心 に位置 している。

[01 17] 吸上経路形成体 2 0 0 J によれば、 ノズル孔 1 1 5 か ら噴 き出された圧縮

空気は、下部傾斜面領域 2 8 0 に沿 って進行方向を徐 々に変更 し、吸液 口 2

4 0 か ら遠 ざかる方向に広がる。 ノズル孔 1 1 5 か ら嘖出された圧縮空気が

、吸液 口 2 4 0 内に入 り込む ことは確実 に抑制 される。 したが って、吸上経

路形成体 2 0 0 J によれば、エアロゾル を生成する際、圧縮空気の利用効率

が高い。

[01 18] [ 実施 の形態 1 4 ]

図 3 3 および図 3 4 を参照 して、本実施の形態 について説明する。図 3 3

は、本実施の形態 におけるネプライザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を示す

斜視図である。図 3 4 は、図 3 3 におけるX X X I V —X X X I V 線 に沿 つ

た矢視断面図である。

[01 19] 本実施の形態 におけるネブラィザキ ッ 卜は、上述の実施の形態 1 3 におけ

る吸上経路形成体 2 0 0 J (図 3 0 等参照）の代わ りに、吸上経路形成体 2

O O K を備 える。以下に述べ る吸上経路形成体 2 0 0 K の構成 は、上述の実

施の形態 1 (図 1 0 参照）、実施の形態 2 (図 1 5 参照）、実施の形態 3 (

図 1 6 参照）、実施の形態 4 (図 1 7 参照）、実施の形態 5 (図 1 8 参照）

、実施の形態 6 (図 1 9 参照）、実施の形態 7 (図 2 0 参照）、実施の形態

8 (図 2 1 参照）、 および実施の形態 9 (図 2 2 参照）にも適用されること

がで きる。

[01 20] 図 3 3 および図 3 4 に示すように、吸上経路形成体 2 0 0 K においては、

上部傾斜面領域 2 7 0 の表面 に凸部 2 7 4 が設 け られる。凸部 2 7 4 は、直

方体状である。凸部 2 7 4 の上部傾斜面領域 2 7 0 か らの突出寸法は、約 0



. 2 m m である。凸部 2 7 4 は、半円球状であ ってもよい。吸上経路形成体

2 0 0 K によれば、上部傾斜面領域 2 7 0 に凸部 2 7 4 が設 け られることに

よって、霧化部 M およびその近傍 に発生する負圧の値 を高めることが可能 と

なる （換言すると、霧化部 M およびその近傍の圧力は、周囲の圧力に比べて

—層低 い状態 になる）。 これによ り、エアロゾルの嘖霧量 を増大させること

がで きる。上述の実施の形態 1 2 においては、上部傾斜面領域 2 7 0 の ノズ

ル孔 1 1 5 の中心軸 に対する傾斜角度 (図 2 8 参照）は、た とえば 2 0 °

以上 4 5 ° 以下に設定されると説明 した。 これに対 して、傾斜角度 が 4 5

。 よ り大 きい場合 （5 0 ° や 6 0 ° な ど）であ っても、凸部 2 7 4 が設 け ら

れることによって、凸部 2 7 4 が設 け られない場合 には負圧不足で吸液困難

であ ったものを、吸液可能 にすることがで きる。 また、傾斜角度 が 4 5 °

以下に設定される場合であ っても、凸部 2 7 4 を設 けることによってエア口

ゾルの嘖霧量 を増大させることが可能 となる （コンプ レツサ一の能力が低 い

場合 に有効である）。

[01 2 1 ] [ 実施 の形態 1 5 ]

図 3 5 および図 3 6 を参照 して、本実施の形態 について説明する。図 3 5

は、本実施の形態 におけるネプライザキ ッ 卜の霧化部 およびその近傍 を示す

斜視図である。図 3 6 は、図 3 5 におけるX X X V I - X X X V I 線 に沿 つ

た矢視断面図である。

[01 22] 本実施の形態 におけるネブラィザキ ッ 卜は、上述の実施の形態 1 3 におけ

る吸上経路形成体 2 0 0 J (図 3 0 等参照）の代わ りに、吸上経路形成体 2

O O L を備 える。以下に述べ る吸上経路形成体 2 0 0 L の構成 は、上述の実

施の形態 1 (図 1 0 参照）、実施の形態 2 (図 1 5 参照）、実施の形態 3 (

図 1 6 参照）、実施の形態 4 (図 1 7 参照）、実施の形態 5 (図 1 8 参照）

、実施の形態 6 (図 1 9 参照）、実施の形態 7 (図 2 0 参照）、実施の形態

8 (図 2 1 参照）、 および実施の形態 9 (図 2 2 参照）にも適用されること

がで きる。

[01 23] 図 3 5 および図 3 6 に示すように、吸上経路形成体 2 0 0 L においては、



吸液 口形成体 2 4 3 の先端面が、凸面状 に湾曲するように形成 される。上部

傾斜面領域 2 7 0 は、凸面状 に湾曲するとともに、下部傾斜面領域 2 8 0 も

、凸面状 に湾曲する。

[01 24] 上部傾斜面領域 2 7 0 および下部傾斜面領域 2 8 0 が凸面状 に形成 される

ことによって、吸液 口 2 4 0 か ら吐出された液体W が広範囲にわた って広が

りやす くなるとともに、液膜 を形成 し易 くなる。液膜 を形成 した液体W は、

ノズル孔 1 1 5 か ら噴 き出される圧縮空気によって粉砕 されやす くなるため

、嘖霧効率の向上が図れる。

[01 25] [ 実施 の形態 1 6 ]

図 3 7 および図 3 8 を参照 して、本実施の形態 について説明する。本実施

の形態 におけるネブラィザキ ッ 卜は、上述の実施の形態 1 における粒子選別

部 3 0 0 (図 3 等参照）の代わ りに、粒子選別部 3 0 0 A を備 える。以下に

述べ る粒子選別部 3 0 O A の構成 は、上述の実施の形態 2 ~ 1 5 にも適用さ

れることがで きる。

[01 26] 上述の実施の形態 1 における粒子選別部 3 0 0 は、 4 枚 の羽根部 3 4 0 の

各 々が、霧化部 M (図 1 4 等参照） とエアロゾル排 出口 4 2 0 (図 1 4 等参

照） との間の空間を扇状 に遮蔽する。本実施の形態 における粒子選別部 3 0

0 A は、複数の羽根部 3 4 0 A を有する。複数の羽根部 3 4 0 A は、棒状 に

形成 されるとともに、下方筒状部 3 0 側 か ら上方筒状部 3 2 0 側 に向か つ

て断面視略三角形状 に配置 される。複数の羽根部 3 4 O A は、互いに対 して

平行な位置関係 にある （図 3 8 参照）。複数の羽根部 3 4 O A の各 々は、霧

化部 M とエアロゾル排 出口 4 2 0 との間の空間を線状 に遮蔽する。

[01 27] 粒 子選別部 3 0 0 A が用い られる場合であ っても、霧化部 M か らエアロゾ

ル排 出口 4 2 0 に向か って移動するエアロゾルの うち粒子径の大 きなものは

(た とえば 1 O m以上）、羽根部 3 4 0 A の表面 に付着する。羽根部 3 4

0 A によって選別 された所望の粒子径 （た とえば 2 以上 1 O m未満）

を有するエアロゾルは、エアロゾル排 出口 4 2 0 (図 3 等参照）を通 して外

部 に排 出される。エアロゾルは、マウス ピース 5 0 0 (図 1 参照）を通 して



、使用者の鼻 または口に吸引される。

[01 28] [ 実施 の形態 1 7 ]

図 3 9 および図 4 0 を参照 して、本実施の形態 について説明する。本実施

の形態 におけるネブラィザキ ッ 卜は、上述の実施の形態 1 における粒子選別

部 3 0 0 (図 3 等参照）の代わ りに粒子選別部 3 0 0 B を備 え、流路形成体

4 0 0 (図 3 等参照）の代わ りに流路形成体 4 0 0 B を備 える。以下に述べ

る粒子選別部 3 0 0 B および流路形成体 4 0 0 B の構成 は、上述の実施の形

態 2 ~ 1 5 にも適用されることがで きる。

[01 29] 本実施の形態 においては、流路形成体 4 0 0 B の上方筒状部 4 4 および

下方筒状部 4 0 が互いに別体 と して構成 され、下方筒状部 4 0 の内側 に

、粒子選別部 3 0 0 B が下方筒状部 4 0 と一体的に設 け られる。上方筒状

部 4 4 は、粒子選別部 3 0 0 B の上方筒状部 3 2 0 の上端 に嵌め込 まれる

[01 30] 粒 子選別部 3 0 0 B および流路形成体 4 0 0 B が用い られる場合であ って

も、霧化部 M (図 1 4 等参照）か らエアロゾル排 出口 4 2 0 に向か って移動

するエアロゾルの うち粒子径の大 きなものは （た とえば 1 O m以上）、羽

根部 3 4 0 の表面 に付着する。羽根部 3 4 0 によって選別 された所望の粒子

径 （た とえば 2 m以上 1 O m未満）を有するエアロゾルは、エアロゾル

排 出口 4 2 0 を通 して外部 に排 出される。エアロゾルは、マウス ピース 5 0

0 (図 1 参照）を通 して、使用者の鼻 または口に吸引される。

[01 3 1 ] [ 実施 の形態 1 8 ]

図 4 1 を参照 して、本実施の形態 について説明する。本実施の形態 におけ

るネプライザキ ッ トは、上述の実施の形態 1 における粒子選別部 3 0 0 (図

3 等参照）の代わ りに粒子選別部 3 0 0 C を備 え、流路形成体 4 0 0 (図 3

等参照）の代わ りに流路形成体 4 0 0 C を備 える。以下に述べ る粒子選別部

3 0 0 C および流路形成体 4 0 0 C の構成 は、上述の実施の形態 2 ~ 1 5 に

も適用されることがで きる。

[01 32] 本実施の形態 においては、流路形成体 4 0 0 C の上方筒状部 4 4 および



下方筒状部 4 0 が互いに別体 と して構成 される。下方筒状部 4 0 には、

筒状固定部 4 7 0 が設 け られる。筒状固定部 4 7 0 の内側 には段差 4 7 2 が

設 け られる。筒状固定部 4 7 0 の内側 に、粒子選別部 3 0 O C の筒状部 3 2

が嵌め込 まれる。筒状部 3 2 2 の内側 には、 4 枚 の羽根部 3 4 0 が設 け ら

れる。粒子選別部 3 0 0 C は、上方筒状部 4 4 と下方筒状部 4 0 との間

に挟み こまれることによって、流路形成体 4 0 0 C に対 して固定される。

[01 33] 粒 子選別部 3 0 0 C および流路形成体 4 0 0 C が用い られる場合であ って

も、霧化部 M (図 1 4 等参照）か らエアロゾル排 出口 4 2 0 に向か って移動

するエアロゾルの うち粒子径の大 きなものは （た とえば 1 O m以上）、羽

根部 3 4 0 の表面 に付着する。羽根部 3 4 0 によって選別 された所望の粒子

径 （た とえば 2 m以上 1 O m未満）を有するエアロゾルは、エアロゾル

排 出口 4 2 0 を通 して外部 に排 出される。エアロゾルは、マウス ピース 5 0

0 (図 1 参照）を通 して、使用者の鼻 または口に吸引される。

[01 34] [ 実施 の形態 1 9 ]

図 4 2 を参照 して、本実施の形態 について説明する。本実施の形態 におけ

るネプライザキ ッ トは、上述の実施の形態 1 における粒子選別部 3 0 0 (図

3 等参照）の代わ りに粒子選別部 3 0 0 D を備 え、流路形成体 4 0 0 (図 3

等参照）の代わ りに流路形成体 4 0 0 D を備 える。以下に述べ る粒子選別部

3 0 0 D および流路形成体 4 0 0 D の構成 は、上述の実施の形態 2 ~ 5 に

も適用されることがで きる。

[01 35] 本実施の形態 においては、流路形成体 4 0 0 D の上方筒状部 4 4 および

下方筒状部 4 0 が互いに別体 と して構成 される。下方筒状部 4 0 には、

筒状固定部 4 7 0 が設 け られる。筒状固定部 4 7 0 の内側 には段差 4 7 2 が

設 け られる。筒状固定部 4 7 0 の内側 に、粒子選別部 3 0 0 D の筒状部 3 2

が嵌め込 まれる。筒状部 3 2 2 の内側 には、複数の羽根部 3 4 0 A が設 け

られる。粒子選別部 3 0 0 D は、上方筒状部 4 4 と下方筒状部 4 1 0 との

間に挟み こまれることによって、流路形成体 4 0 0 D に対 して固定される。

[01 36] 粒 子選別部 3 0 0 D および流路形成体 4 0 0 D が用い られる場合であ って



も、霧化部 M ( 図 1 4 等参照）か らエアロゾル排 出口 4 2 0 に向か って移動

するエアロゾルの うち粒子径の大 きなものは （た とえば 1 O m以上）、羽

根部 3 4 0 A の表面 に付着する。羽根部 3 4 0 A によって選別 された所望の

粒子径 （た とえば 2 m以上 1 O m未満）を有するエアロゾルは、エア口

ゾル排 出口 4 2 0 を通 して外部 に排 出される。エアロゾルは、マウス ピース

5 0 0 ( 図 1 参照）を通 して、使用者の鼻 または口に吸引される。

[01 37] [ 実施 の形態 2 0 ]

図 4 3 を参照 して、本実施の形態 について説明する。本実施の形態 におけ

るネプライザキ ッ トは、上述の実施の形態 1 における粒子選別部 3 0 0 ( 図

3 等参照）の代わ りに粒子選別部 3 0 0 E を備 え、流路形成体 4 0 0 ( 図 3

等参照）の代わ りに流路形成体 4 0 0 E を備 える。以下に述べ る粒子選別部

3 0 0 E および流路形成体 4 0 0 E の構成 は、上述の実施の形態 2 ~ 5 に

も適用されることがで きる。

[01 38] 本実施の形態 においては、流路形成体 4 0 0 E の上方筒状部 4 4 および

下方筒状部 4 0 が互いに別体 と して構成 される。下方筒状部 4 0 には、

筒状固定部 4 7 0 が設 け られる。筒状固定部 4 7 0 の内側 には嵌合凹部 4 7

4 が設 け られる。筒状固定部 4 7 0 の内側 に、粒子選別部 3 0 0 E の筒状部

3 2 が嵌め込 まれる。筒状部 3 2 2 の内側 には、 4 枚の羽根部 3 4 0 が設

け られる。筒状部 3 2 2 の外側 には、嵌合凸部 3 7 4 が設 け られる。粒子選

別部 3 0 0 E は、嵌合凸部 3 7 4 と嵌合凹部 4 7 4 とが相互 に嵌合 した状態

で上方筒状部 4 4 と下方筒状部 4 0 との間に挟み こまれることによって

、流路形成体 4 0 0 E に対 して固定される。

[01 39] 粒子選別部 3 0 0 E および流路形成体 4 0 0 E が用い られる場合であ って

も、霧化部 M ( 図 1 4 等参照）か らエアロゾル排 出口 4 2 0 に向か って移動

するエアロゾルの うち粒子径の大 きなものは （た とえば 1 O m以上）、羽

根部 3 4 0 の表面 に付着する。羽根部 3 4 0 によって選別 された所望の粒子

径 （た とえば 2 m以上 1 O m未満）を有するエアロゾルは、エアロゾル

排 出口 4 2 0 を通 して外部 に排 出される。粒子選別部 3 0 0 E は、流路形成



体 4 0 0 E に対 して回転方向の移動が規制されているため、設計値により近

い粒子径を有するエアロゾルが、外部に排出される。エアロゾルは、マウス

ピース 5 0 0 (図 1 参照）を通 して、使用者の鼻 または口に吸引される。

[0140] [ 実施の形態 2 1 ]

図 4 4 を参照 して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけ

るネプライザキッ トは、上述の実施の形態 1 における粒子選別部 3 0 0 (図

3 等参照）の代わ りに粒子選別部 3 0 O F を備え、流路形成体 4 0 0 (図 3

等参照）の代わ りに流路形成体 4 0 O F を備える。以下に述べる粒子選別部

3 0 0 F および流路形成体 4 0 0 F の構成は、上述の実施の形態 2 ~ 5 に

も適用されることができる。

[0141 ] 本実施の形態においては、流路形成体 4 0 0 F の上方筒状部 4 4 および

下方筒状部 4 0 が互いに別体 として構成される。下方筒状部 4 0 には、

筒状固定部 4 7 0 が設けられる。筒状固定部 4 7 0 の内側には嵌合凹部 4 7

4 が設けられる。筒状固定部 4 7 0 の内側に、粒子選別部 3 0 0 F の筒状部

3 2 2 が嵌め込まれる。筒状部 3 2 2 の内側には、複数の羽根部 3 4 0 A が

設けられる。筒状部 3 2 2 の外側には、嵌合凸部 3 7 4 が設けられる。粒子

選別部 3 0 0 F は、嵌合凸部 3 7 4 と嵌合凹部 4 7 4 とが相互に嵌合 した状

態で上方筒状部 4 4 と下方筒状部 4 0 との間に挟みこまれることによつ

て、流路形成体 4 0 0 F に対 して固定される。

[0142] 粒子選別部 3 0 0 F および流路形成体 4 0 0 F が用いられる場合であって

も、霧化部 M (図 1 4 等参照）か らエアロゾル排出口4 2 0 に向かって移動

するエアロゾルのうち粒子径の大きなものは （たとえば 1 O m以上）、羽

根部 3 4 0 A の表面に付着する。羽根部 3 4 0 A によって選別された所望の

粒子径 （たとえば 2 m以上 1 O m未満）を有するエアロゾルは、エア口

ゾル排出口4 2 0 を通 して外部に排出される。粒子選別部 3 0 0 F は、流路

形成体 4 0 0 F に対 して回転方向の移動が規制されているため、設計値によ

り近い粒子径を有するエアロゾルが、外部に排出される。エアロゾルは、マ

ウスピース 5 0 0 (図 1 参照）を通 して、使用者の鼻 または口に吸引される



[0143] [ 実施の形態 2 2 ]

図4 5 〜図 5 4 を参照 して、本実施の形態におけるネブラィザキット1 0

O O G について説明する。図4 5 は、ネプライザキット1 0 0 O G を示す斜

視図である。図4 6 は、ネプライザキット1 0 0 O Gの分解 した状態を示す

斜視図である。

[0144] (ネプライザキット1 0 0 0 G )

図4 5 および図4 6 に示すように、ネプライザキット1 0 0 O G は、ケ一

ス体 1 O O G、吸上経路形成体 2 O O G (図4 6 参照）、粒子選別部 3 0 0

G (図4 6 参照）、および流路形成体4 0 0 G を備える。

[0145] (ケース体 1 0 0 G 吸上経路形成体 2 0 0 G )

図4 7 は、ケース体 1 0 0 G および吸上経路形成体 2 0 0 G を示す断面斜

視図である。図4 6 および図4 7 に示すように、ケース体 1 0 0 Gの筒状部

1 0 には、筒状部 1 1 0 の内側から筒状部 1 1 0 の外側に向かって凹む凹

部 1 9 0 が設けられる。ケース体 1 0 0 G における凹部 1 9 0 以外の構成と

しては、上述の各実施の形態におけるケース体 1 0 0 A (図 2 0 参照）， 1

0 0 B (図 2 1参照）， 1 0 0 C (図 2 2 参照）， 1 0 0 D (図 2 5 参照）

の各構成が採用されてもよい。

[0146] 吸上経路形成体 2 0 0 Gの板状把持部 2 5 0 には、筒状部 2 0 から遠ざ

かる方向に突出する凸部 2 9 0 が設けられる。吸上経路形成体 2 0 0 Gがケ

—ス体 1 0 0 Gの内部に配置された状態においては、吸上経路形成体 2 0 0

Gの凸部 2 9 0 は、ケース体 1 0 0 の凹部 1 9 0 の内側に嵌め込まれる （

図4 7 参照）。吸上経路形成体 2 0 0 G は、ケース体 1 0 0 G に対 して固定

される。吸上経路形成体 2 0 0 G における凸部 2 9 0 以外の構成としては、

上述の各実施の形態における吸上経路形成体 2 0 0 (図 3 参照）、 2 0 0 A

(図 1 5 参照）， 2 0 0 B (図 1 6 参照）， 2 0 0 C (図 1 7 参照）， 2 0

0 D (図 1 8 参照）， 2 0 0 E (図 1 9 参照）， 2 0 0 F (図 2 4 参照），

2 0 0 G (図 2 5 参照）の各構成が採用されてもよい。



[0147] (粒 子選別部 3 O O G - 流路形成体 4 O O G )

図 4 6 を再び参照 して、粒子選別部 3 0 0 G は、 中心軸部 3 3 0 の周 りに

、 2 枚の羽根部 3 4 0 が設 け られる。粒子選別部 3 0 O G においては、筒状

固定部 4 7 0 (図 3 9 ，図 4 0 における上方筒状部 3 2 0 に相 当）か ら 2 枚

の羽根部 3 4 0 が独立 した構成 とな っている。 2 枚の羽根部 3 4 0 の各 々は

、霧化部 M とエアロゾル排 出口 4 2 0 との間の空間を扇状 に遮蔽する。羽根

部 3 4 0 の上端 には、上方 に向か って延在する薄板部 3 4 4 が設 け られる。

本実施の形態 においては、羽根部 3 4 0 の霧化部 M (図 1 1，図 3 2 等参照

) に対する姿勢が、羽根部 3 4 0 が回転することによって調節 される。

[0148] 具体的には、流路形成体 4 0 0 G は、上方筒状部 4 4 および下方筒状部

4 0 が互いに別体 と して固定される。下方筒状部 4 0 には、上方 に向か

つて延在する筒状固定部 4 7 0 が設 け られる。筒状固定部 4 7 0 の内側 には

、 枚の羽根部 4 4 0 が設 け られる （図 5 0 も参照）。羽根部 4 4 0 の形状

は、羽根部 3 4 0 と同様 に形成 される。羽根部 4 4 0 は、筒状固定部 4 7 0

を粒子選別部 3 0 0 G における上方筒状部 3 2 0 (図 3 9 ，図 4 0 参照） と

して見た場合、羽根部 4 4 0 は、上方筒状部 3 2 0 の内側 （粒子選別部 と し

ての端部寄 り）に位置する。筒状固定部 4 7 0 の外側 には、 目盛 り4 9 0 が

設 け られる。

[0149] 図 4 8 は、流路形成体 4 0 0 Gの上方筒状部 4 4 を示す斜視図である。

上方筒状部 4 4 の内側 には、取付凹部 4 9 4 が設 け られる。取付凹部 4 9

4 は、粒子選別部 3 0 0 G (図 4 6 参照）の薄板部 3 4 4 (図 4 6 参照）の

形状 に対応する。上方筒状部 4 4 の下端 には、 目盛 り4 9 0 に対応する指

示部 4 9 2 が垂設 される （図 4 6 も参照）。

[01 50] 図 4 9 は、粒子選別部 3 0 0 G および流路形成体 4 0 0 Gの上方筒状部 4

1 4 が互いに固定される際の様子を示す断面斜視図である。粒子選別部 3 0

0 G は、流路形成体 4 0 0 G に対 して着脱可能 に構成 され、上方筒状部 4 1

4 と下方筒状部 4 1 0 (図 4 6 参照） との間に挟み こまれることによって、

流路形成体 4 0 0 G に対 して固定される。



[01 5 1 ] 粒子選別部 3 0 O Gが流路形成体 4 0 O G に対 して固定される際、粒子選

別部 3 0 0 Gの薄板部 3 4 4 は、上方筒状部 4 4 の取付凹部 4 9 4 の内側

に嵌め込 まれる。上方筒状部 4 4 が回転 された際 （図 5 における矢印 A

R 4 9 2 参照）、上方筒状部 4 4 と粒子選別部 3 0 0 G とは、互いに同一

方向に一体的に回転する。

[01 52] 図 5 0 は、粒子選別部 3 0 O G および流路形成体 4 0 O Gの下方筒状部 4

0 が互いに固定される際の様子を示す断面斜視図である。上述の とお り、

粒子選別部 3 0 0 G は、上方筒状部 4 1 4 ( 図 4 6 参照） と下方筒状部 4 1

0 との間に挟み こまれることによって、流路形成体 4 0 0 G に対 して固定さ

れる。粒子選別部 3 0 0 Gの羽根部 3 4 0 は、流路形成体 4 0 0 Gの下方筒

状部 4 0 に対 して着脱可能 に構成 される。

[01 53] 粒子選別部 3 0 0 Gが流路形成体 4 0 0 G に対 して固定される際、粒子選

別部 3 0 0 Gの中心軸部 3 3 0 の下端 は、筒状固定部 4 7 0 の中央 に設 け ら

れた受部 4 5 0 に嵌め込 まれる。上方筒状部 4 4 ( 図 4 9 等参照）が回転

された際 （図 5 における矢印 A R 4 9 2 参照）、粒子選別部 3 0 0 G は、

受部 4 5 0 を中心 と して、上方筒状部 4 4 と一体的に回転する。

[01 54] ( ネ プライザキ ッ 卜 1 0 0 0 Gの動作）

図 5 は、 ネプライザキ ッ 卜 1 0 0 0 Gの動作 を示す斜視図である。 ネプ

ライザキ ッ 卜 1 0 0 0 G においては、吸上経路形成体 2 0 0 G ( 図 4 7 参照

) がケース体 1 0 0 G ( 図 4 7 参照）に対 して固定されている。霧化部 M (

図 1 1，図 3 2 等参照）において生成 されたエアロゾルは、所定の方向性 を

持 ってエアロゾル排 出口 4 2 0 に向か って移動する。 ネプライザキ ッ ト 1 0

0 0 G においては、霧化部 M とエアロゾル排 出口 4 2 0 との間に、羽根部 3

4 0 ( 図 4 6 等参照）が位置する。羽根部 3 4 0 の霧化部 M に対する姿勢は

、調節可能 に構成 される。

[01 55] 図 5 2 は、エアロゾル排 出口 4 2 0 か らネプライザキ ッ ト 1 0 0 0 G を見

下 ろ した際の、粒子選別部 3 0 0 G および流路形成体 4 0 0 G を示す第 1平

面図である。図 5 2 においては、上方筒状部 4 1 4 の指示部 4 9 2 は、 目盛



り4 9 0 (図 5 1 参照）の 「M I N 」 を指 している。

[01 56] 図 5 2 に示す状態 においては、霧化部 M とエアロゾル排 出口 4 2 0 との間

に形成 されるエアロゾルの通路 は、 そのほとん どが羽根部 3 4 0 および羽根

部 4 4 0 によって遮蔽 されている。霧化部 M か らエアロゾル排 出口 4 2 0 に

向か つて移動するエア口ゾルの うち粒子径の大 きなもののほとん どは、羽根

部 3 4 0 および羽根部 4 4 0 の表面 に付着する。

[01 57] 図 5 3 は、 エアロゾル排 出口 4 2 0 か らネプライザキ ッ ト1 0 0 O G を見

下 ろ した際の、粒子選別部 3 0 O G および流路形成体 4 0 O G を示す第 2 平

面図である。図 5 3 においては、上方筒状部 4 1 4 の指示部 4 9 2 は、 目盛

り4 9 0 (図 5 1 参照）の 「M I N 」 と 「M A X 」 との間の部分 を指 してい

る。図 5 3 に示す羽根部 3 4 0 は、図 5 2 に示す羽根部 3 4 0 に比べて、上

方筒状部 4 4 の回転 に伴 って所定の角度だけ時計回 り方向に回転 している

[01 58] 図 5 3 に示す状態 においては、羽根部 3 4 0 の一部が、羽根部 4 4 0 の下

方 に入 り込んでいる。霧化部 M とエアロゾル排 出口 4 2 0 との間に形成 され

るエアロゾルの通路 は、羽根部 3 4 0 および羽根部 4 4 0 によってわずかに

遮蔽 されている （液体貯留部 1 1 6 の一部が露出 している）。霧化部 M か ら

エアロゾル排 出口 4 2 0 に向か って移動するエアロゾルの うち粒子径の大 き

なものも、羽根部 3 4 0 および羽根部 4 4 0 の間を通過 して、エアロゾル排

出口 4 2 0 か ら外部 に排 出されることがで きる。

[01 59] 図 5 4 は、 エアロゾル排 出口 4 2 0 か らネプライザキ ッ ト1 0 0 0 G を見

下 ろ した際の、粒子選別部 3 0 0 G および流路形成体 4 0 0 G を示す第 3 平

面図である。図 5 4 においては、上方筒状部 4 1 4 の指示部 4 9 2 は、 目盛

り4 9 0 (図 5 1 参照）の 「M A X 」 を指 している。図 5 4 に示す羽根部 3

4 0 は、図 5 3 に示す羽根部 3 4 0 に比べて、上方筒状部 4 4 の回転 に伴

つて所定の角度だけ時計回 り方向にさ らに回転 している。

[01 60] 図 5 4 に示す状態 においては、羽根部 3 4 0 のほとん どが、羽根部 4 4 0

の下方 に入 り込んでいる。霧化部 M とエアロゾル排 出口 4 2 0 との間に形成



されるエアロゾルの通路 は、羽根部 3 4 0 によってはほとん ど遮蔽 されてい

ない。霧化部 M か らエアロゾル排 出口 4 2 0 に向か って移動するエアロゾル

の うち粒子径の大 きなものも、羽根部 3 4 0 および羽根部 4 4 0 の間を通過

して、エアロゾル排 出口 4 2 0 か ら外部 に排 出されることがで きる。

[01 6 1 ] (作用 効果）

羽根部 3 4 0 が回転することによって、羽根部 3 4 0 の霧化部 M に対する

姿勢が調節 される。羽根部 3 4 0 の回転 によって、霧化部 M とエアロゾル排

出口 4 2 0 との間に形成 されるエアロゾルの通路の広 さ （羽根部 3 4 0 によ

る遮蔽率）が増減する。エアロゾル排 出口 4 2 0 か ら排 出されるエアロゾル

の粒子径 は、霧化部 M とエアロゾル排 出口 4 2 0 との間に形成 されるエア口

ゾルの通路の広 さに依存する。 したが って、 ネプライザキ ッ ト1 0 0 0 G に

よれば、使用者 に投与 される水、食塩水、気管支等の疾患を治療する薬液、

または、 ワクチ ンに応 じて、最適な粒子径 を有するエアロゾル を得 ることが

可能 となる。

[01 62] また、図 5 0 に示すように、流路形成体 4 0 O G においては、下方 （霧化

部 M寄 りの部分）か ら筒状固定部 4 7 0 (エ アロゾル排 出口 4 2 0 ) の方 に

向か うにつれて内径が小さ くなるように縮径 している。羽根部 4 4 0 および

羽根部 3 4 0 は、効果的に粒子を選別することがで きる。

[01 63] [ 実施 の形態 2 3 ]

図 5 5 および図 5 6 を参照 して、本実施の形態 について説明する。本実施

の形態 におけるネブラィザキ ッ 卜は、上述の実施の形態 2 2 における粒子選

別部 3 0 0 G (図 4 6 等参照）の代わ りに粒子選別部 3 0 0 H を備 え、流路

形成体 4 0 0 G (図 4 6 等参照）の代わ りに流路形成体 4 0 0 H を備 える。

[01 64] 本実施の形態 における粒子選別部 3 0 0 H は、筒状部 3 2 の内側 に複数

の羽根部 3 4 0 A を有する。複数の羽根部 3 4 0 A は、棒状 に形成 されると

ともに、断面視略三角形状 に配置 される。複数の羽根部 3 4 O A は、互いに

対 して平行な位置関係 にある （図 5 6 参照）。複数の羽根部 3 4 O A の各 々

は、霧化部 M とエアロゾル排 出口 4 2 0 との間の空間を線状 に遮蔽する。



[01 65] 筒状部 3 2 2 の上端 には、上方筒状部 4 1 4 (図 4 6 参照）の取付凹部 4

9 4 に嵌め込 まれる薄板部 3 4 4 が設 け られる。筒状部 3 2 2 の外周 には、

筒状固定部 4 7 0 の嵌合凹部 4 7 4 内に嵌め込 まれる嵌合凸部 3 7 4 が設 け

られる。

[01 66] 本実施の形態 においても、霧化部 M (図 1 1 ，図 3 2 等参照）において生

成 されたエアロゾルは、所定の方向性 を持 ってエアロゾル排 出口 4 2 0 (図

4 6 参照）に向か って移動する。霧化部 M とエアロゾル排 出口 4 2 0 との間

に、羽根部 3 4 0 A が位置する。羽根部 3 4 0 A の霧化部 M に対する姿勢は

、調節可能 に構成 される。

[01 67] 羽根部 3 4 0 A が回転することによって、羽根部 3 4 0 A の霧化部 M に対

する姿勢が調節 される。羽根部 3 4 O A の回転 によって、霧化部 M とエア口

ゾル排 出口 4 2 0 との間に形成 されるエアロゾルの通路の広 さ （羽根部 3 4

O A による遮蔽率）が増減する。エアロゾル排 出口 4 2 0 か ら排 出されるェ

ァロゾルの粒子径 は、霧化部 M とエアロゾル排 出口 4 2 0 との間に形成 され

るエアロゾルの通路の広 さに依存する。 したが って、本実施の形態 における

ネプライザキ ッ トによっても、使用者 に投与 される水、食塩水、気管支等の

疾患を治療する薬液、 または、 ワクチ ンに応 じて、最適な粒子径 を有するェ

ァロゾル を得 ることが可能 となる。

[01 68] [ 実施 の形態 2 4 ]

図 5 7 を参照 して、本実施の形態 について説明する。本実施の形態 におけ

るネブラィザキ ッ 卜は、上述の実施の形態 2 2 における粒子選別部 3 0 0 G

(図 4 6 等参照）の代わ りに粒子選別部 3 0 0 J を備 え、流路形成体 4 0 0

G (図 4 6 等参照）の代わ りに流路形成体 4 0 0 J を備 える。

[01 69] 粒 子選別部 3 0 0 J においては、筒状部 3 2 2 の外周面 に、接続部 3 7 6

と、把持部 3 7 8 と、突起部 3 8 8 とが設 け られる。接続部 3 7 6 は、筒状

部 3 2 2 に対 して法線方向に突出する。把持部 3 7 8 は、接続部 3 7 6 の突

出方向の先端か ら垂れ下がるように設 け られる。接続部 3 7 6 の形状 は、次

述する流路形成体 4 0 0 J の凹凸部 4 7 6 の形状 に対応 している。突起部 3



8 8 の形状 は、次述する流路形成体 4 0 0 J の凹溝 4 7 8 の形状 に対応 して

いる。突起部 3 8 8 は、凹溝 4 7 8 に嵌め込 まれる。

[01 70] 流路形成体 4 0 0 J においては、筒状固定部 4 7 0 に凹凸部 4 7 6 が設 け

られる。凹凸部 4 7 6 は、筒状固定部 4 7 0 の筒軸方向 と平行な方向に沿 つ

て設 け られる。凹凸部 4 7 6 には、粒子選別部 3 0 0 J の接続部 3 7 6 が嵌

め込 まれる。凹凸部 4 7 6 は、接続部 3 7 6 と相互 に係合することによって

、粒子選別部 3 0 0 J を所定の高さ位置で保持することがで きる。筒状固定

部 4 7 0 の外表面の凹凸部 4 7 6 の近傍 には、 目盛 り4 9 6 が設 け られる。

[01 7 1 ] 本実施の形態 においても、霧化部 M (図 1 1 ，図 3 2 等参照）において生

成 されたエアロゾルは、所定の方向性 を持 ってエアロゾル排 出口 4 2 0 (図

5 7 参照）に向か って移動する。霧化部 M とエアロゾル排 出口 4 2 0 との間

に、羽根部 3 4 0 が位置する。羽根部 3 4 0 の霧化部 M に対する位置は、調

節可能 に構成 される。

[01 72] 把持部 3 7 8 を用いて粒子選別部 3 0 0 J の流路形成体 4 0 0 J に対する

位置が変更されることによって、羽根部 3 4 0 と霧化部 M との間隔が増減 さ

れる。エアロゾル排 出口 4 2 0 か ら排 出されるエアロゾルの粒子径 は、羽根

部 3 4 0 と霧化部 M との間隔にも依存する。 したが って、本実施の形態 にお

けるネプライザキ ッ トによっても、使用者 に投与 される水、食塩水、気管支

等の疾患を治療する薬液、 または、 ワクチ ンに応 じて、最適な粒子径 を有す

るエアロゾル を得 ることが可能 となる。

[01 73] [ 実施 の形態 2 5 ]

図 5 8 および図 5 9 を参照 して、本実施の形態 について説明する。本実施

の形態 について説明する。本実施の形態 におけるネプライザキ ッ トは、上述

の実施の形態 2 2 における粒子選別部 3 0 O G (図 4 6 等参照）の代わ りに

粒子選別部 3 0 0 K を備 え、流路形成体 4 0 0 G (図 4 6 等参照）の代わ り

に流路形成体 4 0 0 K を備 える。

[01 74] 粒 子選別部 3 0 0 K においては、筒状部 3 2 2 の外周面 に、突起部 3 7 7

および嵌合凸部 3 7 4 が設 け られる。突起部 3 7 7 の形状 は、流路形成体 4



0 0 K (上方筒状部 4 4 ) の嵌合長孔 4 2 7 の形状 に対応 している。嵌合

凸部 3 7 4 の形状 は、流路形成体 4 0 0 Κ (下方筒状部 4 0 ) の嵌合凹部

4 7 4 の形状 に対応 している。嵌合凸部 3 7 4 は、嵌合凹部 4 7 4 に嵌め込

まれる。

[01 75] 図 5 9 に示すように、筒状部 3 2 の内側 には、一枚の羽根部 4 4 0 が設

け られ、羽根部 4 4 0 によって、棒状軸部 3 2 9 が支持 される。棒状軸部 3

2 9 は、筒状部 3 2 2 の筒軸 に沿 うように配置 される。

[01 76] 粒 子選別部 3 0 0 Κ は、 3 枚 の羽根部 3 4 0 Β を有する。 3 枚 の羽根部 3

4 0 Β の各 々には、嵌め込み穴部 3 4 9 が設 け られる。嵌め込み穴部 3 4 9

を利用 して、 3 枚 の羽根部 3 4 0 Β は棒状軸部 3 2 9 に順 に嵌め込 まれる。

嵌め込み穴部 3 4 9 は、棒状軸部 3 2 9 に対 して摩擦係合するように構成 さ

れるとよい。

[01 77] 本実施の形態 においても、霧化部 Μ ( 図 1 1 ，図 3 2 等参照）において生

成 されたエアロゾルは、所定の方向性 を持 ってエアロゾル排 出口 4 2 0 (図

5 8 参照）に向か って移動する。霧化部 Μ とエアロゾル排 出口 4 2 0 との間

に、羽根部 3 4 0 Β が位置する。羽根部 3 4 0 Β の霧化部 Μ に対する姿勢は

、調節可能 に構成 される。

[01 78] 羽根部 3 4 0 Β が回転することによって、羽根部 3 4 0 Β の霧化部 Μ に対

する姿勢が調節 される。羽根部 3 4 0 Β の回転 によって、霧化部 Μ とエア口

ゾル排 出口 4 2 0 との間に形成 されるエアロゾルの通路の広 さ （羽根部 3 4

0 Β による遮蔽率）が増減する。エアロゾル排 出口 4 2 0 か ら排 出されるェ

ァロゾルの粒子径 は、霧化部 Μ とエアロゾル排 出口 4 2 0 との間に形成 され

るエアロゾルの通路の広 さに依存する。 したが って、本実施の形態 における

ネプライザキ ッ トによっても、使用者 に投与 される水、食塩水、気管支等の

疾患を治療する薬液、 または、 ワクチ ンに応 じて、最適な粒子径 を有するェ

ァロゾル を得 ることが可能 となる。

[01 79] 3 枚 の羽根部 3 4 0 Β は、棒状軸部 3 2 9 に対 して独立 した角度で取 り付

け られることがで きる。羽根部 3 4 0 Β による遮蔽率 は、 よ り小さな範囲で



調整 されることが可能 となるため、最適な粒子径 を有するエア口ゾル を得 る

上での利便性が高い。 また、羽根部 3 4 0 B は、筒状部 3 2 2 か ら容易に取

り外 されることがで きるため、洗浄する上での利便性 も高い。

[01 80] 以上、本発明に基づいた各実施の形態 について説明 したが、今回開示 され

た各実施の形態はすべての点で例示であ って制限的なものではない。本発明

の技術的範囲は請求の範囲によって示 され、請求の範囲 と均等の意味および

範囲内でのすべての変更が含 まれることが意図される。

符号の説明

[01 8 1 ] 1 0 0 ， 0 0 A , 0 0 B , 0 0 C , 0 0 D , 0 0 G , 9 0 0

ケース体、 1 0 2 ， 2 3 0 , 2 3 5 , 9 2 4 a 開 口部、 1 1 0 ， 2 1 0 ，

3 2 筒状部、 1 1 3 ， 9 1 3 圧縮空気導入管、 1 1 3 a ， 9 3 a

上部先端部、 1 1 3 b 外周面、 1 1 3 s 先端表面、 1 1 5 , 9 1 5 ノ

ズル孔、 1 1 5 c 中心線、 1 1 6 ， 9 1 6 液体貯留部、 1 4 3 台座、

1 4 4 ， 1 9 0 凹部、 1 8 0 嵌合孔部、 2 0 0 ， 2 0 0 A , 2 0 0 B ,

2 0 0 C , 2 0 0 D , 2 0 0 E , 2 0 0 F , 2 0 0 G , 2 0 0 H , 2 0 0 J

， 0 0 K , 2 0 0 L 吸上経路形成体、 2 1 0 a 内周面、 2 2 0 吸上

経路形成部、 2 2 1 ， 2 吸上経路、 2 3 2 上端表面、 2 4 0 吸液

口、 2 4 1 ， 4 6 膨 出部、 2 4 2 端面、 2 4 3 吸液 口形成体、 2 4

3 T 先端部、 2 4 4 内側、 2 5 0 板状把持部、 2 5 1 プ レ一 卜部、

2 5 2 , 2 7 4 , 2 9 0 凸部、 2 6 0 液溜 まり部、 2 7 0 上部傾斜面

領域、 2 7 2 傾斜面、 2 8 0 下部傾斜面領域、 3 0 0 ， 3 0 0 A , 3 0

0 B , 3 0 0 C , 3 0 0 D , 3 0 0 E , 3 0 0 F , 3 0 0 G , 3 0 0 H , 3

0 0 」， 3 0 0 K 粒子選別部、 3 1 0 ，4 1 0 下方筒状部、 3 2 0 ，4

1 4 上方筒状部、 3 2 9 棒状軸部、 3 3 0 中心軸部、 3 4 0 ， 3 4 0

A , 3 4 0 B , 4 4 0 羽根部、 3 4 4 薄板部、 3 4 9 嵌め込み穴部、

3 7 4 , 4 8 0 嵌合凸部、 3 7 6 接続部、 3 7 7 ， 3 8 8 突起部、 3

7 8 把持部、 4 0 0 ，4 0 0 B , 4 0 0 C , 4 0 0 D , 4 0 0 E , 4 0 0

F , 4 0 0 G , 4 0 0 H , 4 0 0 」，4 0 0 K , 9 3 0 流路形成体、 4



中央筒状部、 4 2 0 ， 9 3 エアロゾル排 出口、 4 2 7 嵌合長孔、

4 3 0 外気導入 口、 4 5 0 受部、 4 7 0 筒状固定部、 4 7 2 段差、

4 7 4 嵌合凹部、 4 7 6 凹凸部、 4 7 8 凹溝、 4 9 0 ， 4 9 6 目盛

り、 4 9 2 指示部、 4 9 4 取付凹部、 5 0 0 マ ウス ピー ス、 5 1 0

本体、 5 1 圧縮空気送風 口、 5 1 2 チ ューブ、 9 0 2 上部開口、 9

2 0 霧化部形成体、 9 2 2 バ ッフル 部、 9 2 3 バ ッフル 支持部、 9 2

吸液管形成部、 9 2 5 突起、 9 2 5 T 下端、 9 3 4 外気導入管、

1 0 0 0 ， 0 0 0 G , 1 0 0 0 Z ネプライザキ ッ ト、 2 0 0 0 ネプラ

ィザ、 A R 1 1 3 ， A R 2 2 0 , A R 2 7 2 , A R 4 3 0 , A R 4 9 2 , A

R 9 3 , A R 9 5 , A R 9 2 2 , A R 9 3 2 , A R 9 3 4 矢印、 M

霧化部、 R 1 1 5 出口領域、W 液体、W 1 液滴、W 2 エアロゾル。



請求の範囲

[ 請求項 1] 上方 に向か って延在 し、 内部 に圧縮空気が導入され、前記圧縮空気

を嘖出させるノズル孔 （1 1 5 ) が上方先端部 （1 1 3 a ) に形成 さ

れた圧縮空気導入管 （1 1 3 ) 、 および、前記圧縮空気導入管の下方

側 において前記圧縮空気導入管の外周面 （1 1 3 b ) を取 り囲むよう

に設 け られる液体貯留部 （1 1 6 ) を含む、上方側が開放 されたケ一

ス体 （1 0 0 ) と、

前記圧縮空気導入管の前記外周面 に覆 い被せ られることによ り、前

記液体貯留部 に貯留 された液体 を前記圧縮空気導入管の前記上方先端

部 に向けて吸い上 げる吸上経路 （2 2 0 ) を形成するとともに、前記

圧縮空気導入管 に設 け られた前記 ノズル孔の出口領域 （R 1 1 5 ) に

霧化部 （M) を形成する吸上経路形成体 （2 0 0 ) と、

前記霧化部で形成 されたエア口ゾル を外部 に吐出するエア口ゾル排

出口 （4 2 0 ) を含み、前記ケース体の上方開口 （1 0 2 ) を覆 うよ

うに前記ケース体 に取 り付 け られる流路形成体 （4 0 0 ) と、 を備 え

前記吸上経路 は、

前記圧縮空気導入管の前記外周面 に沿 って上方 に向か って延在する

第 1 吸上経路 （2 2 1 ) と、

前記圧縮空気導入管の先端側 において、前記第 1 吸上経路か ら前記

ノズル孔側 に向か って延在 し、吸い上 げ られた前記液体 を吐出する吸

液 口 （2 4 0 ) を有 する第 2 吸上経路 （2 2 2 ) と、 を含む、 ネプラ

ィザキ ッ 卜。

[ 請求項 2 ] 前記吸液 口か ら前記 ノズル孔 を見た場合 に、前記 ノズル孔の開口領

域上 に前記吸液 口が位置 している、

請求項 1 に記載のネブラィザキ ッ 卜。

[ 請求項 3 ] 前記 ノズル孔は円形であ り、

前記 ノズル孔の中心線 （1 1 5 c ) が、前記吸液 口を含む面上 に位



置 している、

請求項 2 に記載のネブラィザキ ッ 卜。

[ 請求項4] 前記第 1 吸上経路 と前記第 2 吸上経路 との交差領域 には、前記第 2

吸上経路 よ りも流路断面積が大 きい液溜 まり部 （2 6 0 ) が設 け られ

ている、

請求項 1 に記載のネブラィザキ ッ 卜。

[ 請求項 5] 前記吸液 口は、横方向に延在する開口形状である、

請求項 1 に記載のネブラィザキ ッ 卜。

[ 請求項 6] 前記 ノズル孔は、 円筒形状の内周面 によって規定され、

前記内周面は、外側 に向か って拡径するテ一パ一面である、

請求項 1 に記載のネブラィザキ ッ 卜。

[ 請求項7] 圧縮空気を送 り出すコンプ レッサーを有する本体 （5 0 ) と、

前記 コンプ レッサーか ら送 り出される圧縮空気が導入される圧縮空

気管部 （5 1 2 ) と、

前記圧縮空気管部の一端が連結 され、エアロゾル を生成する請求項

1 に記載のネプライザキ ッ トと、 を備 える、

ネプライザ。
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